






（
基
礎
資
料
１
）
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ツ
リ
ー

[
注
]
　
資
質
・
能
力
を
卒
業
時
に
身
に
つ
け
る
た
め
の
、
体
系
性
と
科
目
の
順
次
性
（
学
年
・
学
期
進
行
に
よ
る
学
習
順
序
）
が
わ
か
る
よ
う
な
図
を

示
し
て
く
だ
さ
い
。



（
基
礎
資
料
２
）
平
成
2
5
年
度
改
訂
版
・
薬
学
教
育
モ
デ
ル
・
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
Ｓ
Ｂ
Ｏ
ｓ
を
実
施
す
る
科
目

　
　

　
２

　
同

じ
科

目
名

が
連

続
す

る
場

合
は

セ
ル

を
結

合
し

て
記

入
す

る
こ

と
も

で
き

ま
す

。

１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

Ａ
　

基
本

事
項

（
１

）
薬

剤
師

の
使

命

【
①

医
療

人
と

し
て

】

　
１

）
常

に
患

者
・

生
活

者
の

視
点

に
立

ち
、

医
療

の
担

い
手

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
患

者
・

生
活

者
の

健
康

の
回

復
と

維
持

に
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
へ

の
責

任
感

を
持

つ
。

（
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

や
地

域
保

健
・

医
療

・
福

祉
を

担
う

一
員

と
し

て
の

責
任

を
自

覚
し

行
動

す
る

。
（

態
度

）
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
患

者
・

患
者

家
族

・
生

活
者

が
求

め
る

医
療

人
に

つ
い

て
、

自
ら

の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
生

と
死

を
通

し
て

、
生

き
る

意
味

や
役

割
に

つ
い

て
、

自
ら

の
考

え
を

述
べ

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
一

人
の

人
間

と
し

て
、

自
分

が
生

き
て

い
る

意
味

や
役

割
を

問
い

直
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
様

々
な

死
生

観
・

価
値

観
・

信
条

等
を

受
容

す
る

こ
と

の
重

要
性

に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
す

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

薬
剤

師
が

果
た

す
べ

き
役

割
】

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の

た
め

に
薬

剤
師

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
自

覚
す

る
。

（
態

度
）

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

剤
師

の
活

動
分

野
（

医
療

機
関

、
薬

局
、

製
薬

企
業

、
衛

生
行

政
等

）
と

社
会

に
お

け
る

役
割

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

の
適

正
使

用
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

フ
ァ

ー
マ

シ
ュ

ー
テ

ィ
カ

ル
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
が

確
率

論
的

で
あ

る
こ

と
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
医

薬
品

の
創

製
（

研
究

開
発

、
生

産
等

）
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
健

康
管

理
、

疾
病

予
防

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

及
び

公
衆

衛
生

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
現

代
社

会
が

抱
え

る
課

題
（

少
子

・
超

高
齢

社
会

等
）

に
対

し
て

、
薬

剤
師

が
果

た
す

べ
き

役
割

を
提

案
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

患
者

安
全

と
薬

害
の

防
止

】

　
１

）
医

薬
品

の
リ

ス
ク

を
認

識
し

、
患

者
を

守
る

責
任

と
義

務
を

自
覚

す
る

。
（

態
度

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
Ｗ

Ｈ
Ｏ

に
よ

る
患

者
安

全
の

考
え

方
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
医

療
に

関
す

る
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

薬
剤

師
の

責
任

と
義

務
を

説
明

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

が
関

わ
る

代
表

的
な

医
療

過
誤

や
イ

ン
シ

デ
ン

ト
の

事
例

を
列

挙
し

、
そ

の
原

因
と

防
止

策
を

説
明

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

[
注

]
　

１
　

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

Ｓ
Ｂ

Ｏ
ｓ

に
該

当
す

る
内

容
の

必
修

科
目

名
を

（
シ

ラ
バ

ス
の

名
称

、
選

択
科

目
の

場
合

（
選

）
を

つ
け

る
）

実
施

学
年

の
欄

に
記

入
し

て
く

だ
さ

い
。

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
重

篤
な

副
作

用
の

例
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理

解
し

、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
代

表
的

な
薬

害
の

例
（

サ
リ

ド
マ

イ
ド

、
ス

モ
ン

、
非

加
熱

血
液

製
剤

、
ソ

リ
ブ

ジ
ン

等
）

に
つ

い
て

、
そ

の
原

因
と

社
会

的
背

景
及

び
そ

の
後

の
対

応
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
薬

害
に

つ
い

て
、

患
者

や
家

族
の

苦
痛

を
理

解
し

、
こ

れ
ら

を
回

避
す

る
た

め
の

手
段

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

薬
学

の
歴

史
と

未
来

】

　
１

）
薬

学
の

歴
史

的
な

流
れ

と
医

療
に

お
い

て
薬

学
が

果
た

し
て

き
た

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
薬

物
療

法
の

歴
史

と
、

人
類

に
与

え
て

き
た

影
響

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
薬

剤
師

の
誕

生
か

ら
現

在
ま

で
の

役
割

の
変

遷
の

歴
史

（
医

薬
分

業
を

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
将

来
の

薬
剤

師
と

薬
学

が
果

た
す

役
割

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
薬

剤
師

に
求

め
ら

れ
る

倫
理

観

【
①

生
命

倫
理

】

　
１

）
生

命
の

尊
厳

に
つ

い
て

、
自

ら
の

言
葉

で
説

明
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
研

究
倫

理
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
生

命
倫

理
の

諸
原

則
（

自
律

尊
重

、
無

危
害

、
善

行
、

正
義

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
研

究
倫

理
(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
生

と
死

に
関

わ
る

倫
理

的
問

題
に

つ
い

て
討

議
し

、
自

ら
の

考
え

を
述

べ
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
研

究
倫

理
(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
科

学
技

術
の

進
歩

、
社

会
情

勢
の

変
化

に
伴

う
生

命
観

の
変

遷
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

研
究

倫
理

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

医
療

倫
理

】

　
１

）
医

療
倫

理
に

関
す

る
規

範
（

ジ
ュ

ネ
ー

ブ
宣

言
等

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

剤
師

が
遵

守
す

べ
き

倫
理

規
範

（
薬

剤
師

綱
領

、
薬

剤
師

倫
理

規
定

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

研
究

倫
理

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
医

療
の

進
歩

に
伴

う
倫

理
的

問
題

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
研

究
倫

理
(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

患
者

の
権

利
】

　
１

）
患

者
の

価
値

観
、

人
間

性
に

配
慮

す
る

こ
と

の
重

要
性

を
認

識
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅰ
研

究
倫

理
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
患

者
の

基
本

的
権

利
の

内
容

（
リ

ス
ボ

ン
宣

言
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
患

者
の

自
己

決
定

権
と

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
コ

ン
セ

ン
ト

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
知

り
得

た
情

報
の

守
秘

義
務

と
患

者
等

へ
の

情
報

提
供

の
重

要
性

を
理

解
し

、
適

切
な

取
扱

い
が

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
 
技

能
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

研
究

倫
理

】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
倫

理
規

範
（

ヘ
ル

シ
ン

キ
宣

言
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
「

ヒ
ト

を
対

象
と

す
る

研
究

に
お

い
て

遵
守

す
べ

き
倫

理
指

針
」

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

研
究

倫
理

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し

て
研

究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

研
究

倫
理

(
選

)
医

療
倫

理
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
信

頼
関

係
の

構
築

【
①

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
】

　
１

）
意

思
、

情
報

の
伝

達
に

必
要

な
要

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
言

語
的

及
び

非
言

語
的

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
相

手
の

立
場

、
文

化
、

習
慣

等
に

よ
っ

て
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

在
り

方
が

異
な

る
こ

と
を

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
対

人
関

係
に

影
響

を
及

ぼ
す

心
理

的
要

因
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
相

手
の

心
理

状
態

と
そ

の
変

化
に

配
慮

し
、

対
応

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
自

分
の

心
理

状
態

を
意

識
し

て
、

他
者

と
接

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
適

切
な

聴
き

方
、

質
問

を
通

じ
て

相
手

の
考

え
や

感
情

を
理

解
す

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
技

能
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
適

切
な

手
段

に
よ

り
自

分
の

考
え

や
感

情
を

相
手

に
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
他

者
の

意
見

を
尊

重
し

、
協

力
し

て
よ

り
よ

い
解

決
法

を
見

出
す

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

患
者

・
生

活
者

と
薬

剤
師

】

　
１

）
患

者
や

家
族

、
周

囲
の

人
々

の
心

身
に

及
ぼ

す
病

気
や

ケ
ア

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
患

者
・

家
族

・
生

活
者

の
心

身
の

状
態

や
多

様
な

価
値

観
に

配
慮

し
て

行
動

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
４

）
多

職
種

連
携

協
働

と
チ

ー
ム

医
療

　
１

）
保

健
、

医
療

、
福

祉
、

介
護

に
お

け
る

多
職

種
連

携
協

働
及

び
チ

ー
ム

医
療

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
多

職
種

連
携

協
働

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
及

び
行

政
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
チ

ー
ム

医
療

に
関

わ
る

薬
剤

師
、

各
職

種
、

患
者

・
家

族
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
自

己
の

能
力

の
限

界
を

認
識

し
、

状
況

に
応

じ
て

他
者

に
協

力
・

支
援

を
求

め
る

。
（

態
度

）
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

５
）

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

と
情

報
共

有
の

重
要

性
を

理
解

し
、

チ
ー

ム
の

一
員

と
し

て
の

役
割

を
積

極
的

に
果

た
す

よ
う

に
努

め
る

。
（

知
識

・
態

度
）

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
５

）
自

己
研

鑽
と

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成

【
①

学
習

の
在

り
方

】

１
）

医
療

・
福

祉
・

医
薬

品
に

関
わ

る
問

題
、

社
会

的
動

向
、

科
学

の
進

歩
に

常
に

目
を

向
け

、
自

ら
課

題
を

見
出

し
、

解
決

に
向

け
て

努
力

す
る

。
（

態
度

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅰ

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
講

義
、

国
内

外
の

教
科

書
・

論
文

、
検

索
情

報
等

の
内

容
に

つ
い

て
、

重
要

事
項

や
問

題
点

を
抽

出
で

き
る

。
（

技
能

）

情
報

科
学

演
習

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
必

要
な

情
報

を
的

確
に

収
集

し
、

信
憑

性
に

つ
い

て
判

断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

情
報

科
学

演
習

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
得

ら
れ

た
情

報
を

論
理

的
に

統
合

・
整

理
し

、
自

ら
の

考
え

と
と

も
に

分
か

り
や

す
く

表
現

で
き

る
。

（
技

能
）

情
報

科
学

演
習

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

５
）

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
上

の
情

報
が

持
つ

意
味

・
特

徴
を

知
り

、
情

報
倫

理
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
配

慮
し

て
活

用
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

情
報

科
学

と
情

報
倫

理
情

報
科

学
演

習
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

薬
学

教
育

の
概

要
】

　
１

）
「

薬
剤

師
と

し
て

求
め

ら
れ

る
基

本
的

な
資

質
」

に
つ

い
て

、
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

学
が

総
合

科
学

で
あ

る
こ

と
を

認
識

し
、

薬
剤

師
の

役
割

と
学

習
内

容
を

関
連

づ
け

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

生
涯

学
習

】

　
１

）
生

涯
に

わ
た

っ
て

自
ら

学
習

す
る

重
要

性
を

認
識

し
、

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
生

涯
に

わ
た

っ
て

継
続

的
に

学
習

す
る

た
め

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

）
薬

学
の

心
構

え
Ⅱ

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

次
世

代
を

担
う

人
材

の
育

成
】

　
１

）
薬

剤
師

の
使

命
に

後
輩

等
の

育
成

が
含

ま
れ

る
こ

と
を

認
識

し
、

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
後

輩
等

へ
の

適
切

な
指

導
を

実
践

す
る

。
（

技
能

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

Ｂ
　

薬
学

と
社

会

（
１

）
人

と
社

会
に

関
わ

る
薬

剤
師

　
１

）
人

の
行

動
が

ど
の

よ
う

な
要

因
に

よ
っ

て
決

定
さ

れ
る

の
か

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
人

・
社

会
が

医
薬

品
に

対
し

て
抱

く
考

え
方

や
思

い
の

多
様

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
人

・
社

会
の

視
点

か
ら

薬
剤

師
を

取
り

巻
く

様
々

な
仕

組
み

と
規

制
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
学

と
社

会
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
薬

剤
師

が
倫

理
規

範
や

法
令

を
守

る
こ

と
の

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
倫

理
規

範
や

法
令

に
則

し
た

行
動

を
取

る
。

（
態

度
）

薬
学

の
心

構
え

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
薬

剤
師

と
医

薬
品

等
に

係
る

法
規

範

【
①

薬
剤

師
の

社
会

的
位

置
づ

け
と

責
任

に
係

る
法

規
範

】

　
１

）
薬

剤
師

に
関

わ
る

法
令

と
そ

の
構

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

剤
師

免
許

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

剤
師

の
任

務
や

業
務

に
関

す
る

薬
剤

師
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
薬

剤
師

以
外

の
医

療
職

種
の

任
務

に
関

す
る

法
令

の
規

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
医

療
の

理
念

と
医

療
の

担
い

手
の

責
務

に
関

す
る

医
療

法
の

規
定

と
そ

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
医

療
提

供
体

制
に

関
す

る
医

療
法

の
規

定
と

そ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
個

人
情

報
の

取
扱

い
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
薬

剤
師

の
刑

事
責

任
、

民
事

責
任

（
製

造
物

責
任

を
含

む
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

医
薬

品
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
に

係
る

法
規

範
】

１
）

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

目
的

及
び

医
薬

品
等

（
医

薬
品

（
薬

局
医

薬
品

、
要

指
導

医
薬

品
、

一
般

用
医

薬
品

）
、

医
薬

部
外

品
、

化
粧

品
、

医
療

機
器

、
再

生
医

療
等

 
製

品
）

の
定

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
医

薬
品

の
開

発
か

ら
承

認
ま

で
の

プ
ロ

セ
ス

と
法

規
範

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
治

験
の

意
義

と
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

等
の

製
造

販
売

及
び

製
造

に
係

る
法

規
範

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
医
薬
品
等
に
関
わ
る
規
制
調
和
と
国
際
標
準

(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
製

造
販

売
後

調
査

制
度

及
び

製
造

販
売

後
安

全
対

策
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
薬

局
、

医
薬

品
販

売
業

及
び

医
療

機
器

販
売

業
に

係
る

法
規

範
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

７
）

医
薬

品
等

の
取

扱
い

に
関

す
る

「
医

薬
品

、
医

療
機

器
等

の
品

質
、

有
効

性
及

び
安

全
性

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
の

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
日

本
薬

局
方

の
意

義
と

構
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
生

物
由

来
製

品
の

取
扱

い
と

血
液

供
給

体
制

に
係

る
法

規
範

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

健
康

被
害

救
済

制
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
1
）

レ
ギ

ュ
ラ

ト
リ

ー
サ

イ
エ

ン
ス

の
必

要
性

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
薬

学
と

社
会

Ⅱ
医

薬
品

開
発

と
生

産
の

な
が

れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
医
薬
品
等
に
関
わ
る
規
制
調
和
と
国
際
標
準

(
選
)
医
薬
品
評
価
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

特
別

な
管

理
を

要
す

る
薬

物
等

に
係

る
法

規
範

】

　
１

）
麻

薬
、

向
精

神
薬

、
覚

醒
剤

原
料

等
の

取
扱

い
に

係
る

規
定

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
覚

醒
剤

、
大

麻
、

あ
へ

ん
、

指
定

薬
物

等
の

乱
用

防
止

規
制

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
毒

物
劇

物
の

取
扱

い
に

係
る

規
定

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
３

）
社

会
保

障
制

度
と

医
療

経
済

【
①

医
療

、
福

祉
、

介
護

の
制

度
】

　
１

）
日

本
の

社
会

保
障

制
度

の
枠

組
み

と
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
医

療
保

険
制

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
医

薬
品

開
発

と
生

産
の

な
が

れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
療

養
担

当
規

則
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
公

費
負

担
医

療
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
介

護
保

険
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
薬

価
基

準
制

度
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
調

剤
報

酬
、

診
療

報
酬

及
び

介
護

報
酬

の
仕

組
み

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

医
薬

品
と

医
療

の
経

済
性

】

　
１

）
医

薬
品

の
市

場
の

特
徴

と
流

通
の

仕
組

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
医
薬
品
等
に
関
わ
る
規
制
調
和
と
国
際
標
準

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
国

民
医

療
費

の
動

向
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
後

発
医

薬
品

と
そ

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
薬

品
開

発
と

生
産

の
な

が
れ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
薬

物
療

法
の

経
済

評
価

手
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
４

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師

【
①

地
域

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
】

　
１

）
地

域
に

お
け

る
薬

局
の

機
能

と
業

務
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
医

薬
分

業
の

意
義

と
動

向
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
か

か
り

つ
け

薬
局

・
薬

剤
師

に
よ

る
薬

学
的

管
理

の
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

薬
局

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
災

害
時

の
薬

局
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
医

療
費

の
適

正
化

に
薬

局
が

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

地
域

に
お

け
る

保
健

、
医

療
、

福
祉

の
連

携
体

制
と

薬
剤

師
】

　
１

）
地

域
包

括
ケ

ア
の

理
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
在

宅
医

療
及

び
居

宅
介

護
に

お
け

る
薬

局
と

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅱ
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
地

域
の

保
健

、
医

療
、

福
祉

に
お

い
て

利
用

可
能

な
社

会
資

源
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
地

域
か

ら
求

め
ら

れ
る

医
療

提
供

施
設

、
福

祉
施

設
及

び
行

政
と

の
連

携
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
と

社
会

Ⅱ
(
選

)
ア

ド
バ

ン
ス

ト
実

務
実

習
（

薬
局

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ
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Ｓ
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目

Ｃ
　

薬
学

基
礎

C
1
　

物
質

の
物

理
的

性
質

（
１

）
物

質
の

構
造

【
①

化
学

結
合

】

　
１

）
化

学
結

合
の

様
式

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
分

子
軌

道
の

基
本

概
念

お
よ

び
軌

道
の

混
成

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
共

役
や

共
鳴

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

分
子

間
相

互
作

用
】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

力
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
化

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
静

電
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

化
学

 
／

 
物

理
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
双

極
子

間
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
分

散
力

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
化

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
水

素
結

合
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
電

荷
移

動
相

互
作

用
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

化
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
疎

水
性

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
化

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

原
子

・
分

子
の

挙
動

】

　
１

）
電

磁
波

の
性

質
お

よ
び

物
質

と
の

相
互

作
用

を
説

明
で

き
る

。
物

理
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
分

子
の

振
動

、
回

転
、

電
子

遷
移

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
電

子
や

核
の

ス
ピ

ン
と

そ
の

磁
気

共
鳴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

(
選

)
素

粒
子

と
放

射
線

医
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
光

の
屈

折
、

偏
光

、
お

よ
び

旋
光

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
光

の
散

乱
お

よ
び

干
渉

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
結

晶
構

造
と

回
折

現
象

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

放
射

線
と

放
射

能
】

　
１

）
原

子
の

構
造

と
放

射
壊

変
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
素

粒
子

と
放

射
線

医
療

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
電

離
放

射
線

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

性
質

お
よ

び
物

質
と

の
相

互
作

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
放

射
性

核
種

の
物

理
的

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
基

礎
薬

学
演

習
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
核

反
応

お
よ

び
放

射
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
学

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
放

射
線

測
定

の
原

理
と

利
用

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

物
理

学
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
基

礎
薬

学
演

習
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
物

質
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

【
①

気
体

の
微

視
的

状
態

と
巨

視
的

状
態

】

　
１

）
フ

ァ
ン

デ
ル

ワ
ー

ル
ス

の
状

態
方

程
式

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
気

体
の

分
子

運
動

と
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
量

子
化

と
ボ

ル
ツ

マ
ン

分
布

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

エ
ネ

ル
ギ

ー
】

　
１

）
熱

力
学

に
お

け
る

系
、

外
界

、
境

界
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
熱

力
学

第
一

法
則

を
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ
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６
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３

）
状

態
関

数
と

経
路

関
数

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
定

圧
過

程
、

定
容

過
程

、
等

温
過

程
、

断
熱

過
程

を
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
定

容
熱

容
量

お
よ

び
定

圧
熱

容
量

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
エ

ン
タ

ル
ピ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
化

学
変

化
に

伴
う

エ
ン

タ
ル

ピ
ー

変
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

自
発

的
な

変
化

】

　
１

）
エ

ン
ト

ロ
ピ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
熱

力
学

第
二

法
則

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
熱

力
学

第
三

法
則

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
熱

力
学

関
数

を
使

い
、

自
発

的
な

変
化

の
方

向
と

程
度

を
予

測
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

化
学

平
衡

の
原

理
】

　
１

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

化
学

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
と

平
衡

定
数

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
平

衡
定

数
に

及
ぼ

す
圧

力
お

よ
び

温
度

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
共

役
反

応
の

原
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

相
平

衡
】

　
１

）
相

変
化

に
伴

う
熱

の
移

動
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
相

平
衡

と
相

律
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
状

態
図

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑥

溶
液

の
性

質
】

　
１

）
希

薄
溶

液
の

束
一

的
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
活

量
と

活
量

係
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
電

解
質

溶
液

の
電

気
伝

導
率

お
よ

び
モ

ル
伝

導
率

の
濃

度
に

よ
る

変
化

を
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
イ

オ
ン

強
度

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

電
気

化
学

】

　
１

）
起

電
力

と
ギ

ブ
ズ

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
電

極
電

位
（

酸
化

還
元

電
位

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
物

質
の

変
化

【
①

反
応

速
度

】

　
１

）
反

応
次

数
と

速
度

定
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
微

分
型

速
度

式
を

積
分

型
速

度
式

に
変

換
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
代

表
的

な
反

応
次

数
の

決
定

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
(
擬

)
一

次
反

応
の

反
応

速
度

を
測

定
し

、
速

度
定

数
を

求
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

物
理

化
学

Ⅱ
物

理
系

実
習

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
複

合
反

応
（

可
逆

反
応

、
平

行
反

応
、

連
続

反
応

な
ど

）
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
反

応
速

度
と

温
度

と
の

関
係

を
説

明
で

き
る

。
物

理
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
触

媒
反

応
（

酸
・

塩
基

触
媒

反
応

、
酵

素
反

応
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

C
2
　

化
学

物
質

の
分

析

（
１

）
分

析
の

基
礎

【
①

分
析

の
基

本
】

　
１

）
分

析
に

用
い

る
器

具
を

正
し

く
使

用
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

研
究
入
門

分
析
化
学
Ⅰ

物
理
系
実
習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
測

定
値

を
適

切
に

取
り

扱
う

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

研
究
入
門

分
析
化
学
Ⅰ

物
理
系
実
習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
分

析
法

の
バ

リ
デ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
溶

液
中

の
化

学
平

衡

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】

　
１

）
酸

・
塩

基
平

衡
の

概
念

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
p
H
 
お

よ
び

解
離

定
数

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
分

析
化

学
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
創

薬
を

支
え

る
物

理
化

学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
溶

液
の

 
p
H
 
を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

物
理

系
実

習
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
緩

衝
作

用
や

緩
衝

液
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

　
１

）
錯

体
・

キ
レ

ー
ト

生
成

平
衡

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
物

理
系

実
習

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
沈

殿
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
酸

化
還

元
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
分

配
平

衡
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
化

学
物

質
の

定
性

分
析

・
定

量
分

析

【
①

定
性

分
析

】

 
 
１

）
代

表
的

な
無

機
イ

オ
ン

の
定

性
反

応
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
確

認
試

験
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

定
量

分
析

（
容

量
分

析
・

重
量

分
析

）
】

　
１

）
中

和
滴

定
（

非
水

滴
定

を
含

む
）

の
原

理
、

操
作

法
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
キ

レ
ー

ト
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
沈

殿
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
酸

化
還

元
滴

定
の

原
理

、
操

作
法

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
容

量
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
分

析
化

学
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
純

度
試

験
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
７

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
重

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

操
作

法
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
４

）
機

器
を

用
い

る
分

析
法



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

分
光

分
析

法
】

　
１

）
紫

外
可

視
吸

光
度

測
定

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅰ
分

析
化

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
蛍

光
光

度
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
赤

外
吸

収
（

I
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

分
析
化
学
Ⅱ

有
機
化
学
Ⅲ
Ａ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

４
）

原
子

吸
光

光
度

法
、

誘
導

結
合

プ
ラ

ズ
マ

（
I
C
P
）

発
光

分
光

分
析

法
お

よ
び

I
C
P

質
量

分
析

法
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
旋

光
度

測
定

法
（

旋
光

分
散

）
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
分

光
分

析
法

を
用

い
て

、
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
医

薬
品

の
分

析
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

物
理

系
実

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

】

　
１

）
核

磁
気

共
鳴

（
N
M
R
）

ス
ペ

ク
ト

ル
測

定
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

分
析

化
学

Ⅱ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

質
量

分
析

法
】

 
 
１

）
質

量
分

析
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

分
析

化
学

Ⅱ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

Ｘ
線

分
析

法
】

 
 
１

）
Ｘ

線
結

晶
解

析
の

原
理

お
よ

び
応

用
例

を
概

説
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
粉

末
Ｘ

線
回

折
測

定
法

の
原

理
と

利
用

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

熱
分

析
】

　
１

）
熱

重
量

測
定

法
の

原
理

を
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
示

差
熱

分
析

法
お

よ
び

示
差

走
査

熱
量

測
定

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
分

析
化

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
５

）
分

離
分

析
法

【
①

ク
ロ

マ
ト

グ
ラ

フ
ィ

ー
】

　
１

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
分

離
機

構
を

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅰ

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
薄

層
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅰ

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
液

体
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅰ

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
ガ

ス
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

の
特

徴
と

代
表

的
な

検
出

法
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
ク

ロ
マ

ト
グ

ラ
フ

ィ
ー

を
用

い
て

試
料

を
定

性
・

定
量

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
物

理
系

実
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

電
気

泳
動

法
】

　
１

）
電

気
泳

動
法

の
原

理
お

よ
び

応
用

例
を

説
明

で
き

る
。

分
析

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
６

）
臨

床
現

場
で

用
い

る
分

析
技

術

【
①

分
析

の
準

備
】

　
１

）
分

析
目

的
に

即
し

た
試

料
の

前
処

理
法

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
臨

床
分

析
に

お
け

る
精

度
管

理
お

よ
び

標
準

物
質

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

分
析

技
術

】

　
１

）
臨

床
分

析
で

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
分

析
法

を
列

挙
で

き
る

。
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
免

疫
化

学
的

測
定

法
の

原
理

を
説

明
で

き
る

。
臨

床
分

析
の

基
礎

と
応

用
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
酵

素
を

用
い

た
代

表
的

な
分

析
法

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
ド

ラ
イ

ケ
ミ

ス
ト

リ
ー

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
画

像
診

断
技

術
（

X
線

検
査

、
M
R
I
、

超
音

波
、

内
視

鏡
検

査
、

核
医

学
検

査
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

臨
床

分
析

の
基

礎
と

応
用

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

C
3
 
 
化

学
物

質
の

性
質

と
反

応



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
１

）
化

学
物

質
の

基
本

的
性

質

【
①

基
本

事
項

】

　
１

）
代

表
的

な
化

合
物

を
 
I
U
P
A
C
 
規

則
に

基
づ

い
て

命
名

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

／
Ⅱ

A
／

Ⅱ
B

有
機

化
学

Ⅲ
Ａ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

学
領

域
で

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
化

合
物

を
慣

用
名

で
記

述
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

／
Ⅱ

A
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
基

本
的

な
化

合
物

を
、

ル
イ

ス
構

造
式

で
書

く
こ

と
が

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
／

Ⅱ
A

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
有

機
化

合
物

の
性

質
と

共
鳴

の
関

係
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

／
Ⅱ

A
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
ル

イ
ス

酸
・

塩
基

、
ブ

レ
ン

ス
テ

ッ
ド

酸
・

塩
基

を
定

義
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

化
学

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
６

）
基

本
的

な
有

機
反

応
（

置
換

、
付

加
、

脱
離

）
の

特
徴

を
理

解
し

、
分

類
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

／
Ⅱ

A
有

機
化

学
Ⅲ

Ｂ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
７

）
炭

素
原

子
を

含
む

反
応

中
間

体
（

カ
ル

ボ
カ

チ
オ

ン
、

カ
ル

ボ
ア

ニ
オ

ン
、

ラ
ジ

カ
ル

）
の

構
造

と
性

質
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

／
Ⅱ

A
有

機
化

学
Ⅲ

Ｂ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
反

応
の

過
程

を
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
図

を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
／

Ⅱ
A

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
９

）
基

本
的

な
有

機
反

応
機

構
を

、
電

子
の

動
き

を
示

す
矢

印
を

用
い

て
表

す
こ

と
が

で
き

る
。

(
技

能
)

化
学

有
機

化
学

Ⅰ
／

Ⅱ
A

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

有
機

化
合

物
の

立
体

構
造

】

　
１

）
構

造
異

性
体

と
立

体
異

性
体

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
キ

ラ
リ

テ
ィ

ー
と

光
学

活
性

の
関

係
を

概
説

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
エ

ナ
ン

チ
オ

マ
ー

と
ジ

ア
ス

テ
レ

オ
マ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
ラ

セ
ミ

体
と

メ
ソ

体
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
絶

対
配

置
の

表
示

法
を

説
明

し
、

キ
ラ

ル
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(
知

識
、

技
能

)
有

機
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
６

）
炭

素
―

炭
素

二
重

結
合

の
立

体
異

性
（

c
i
s
,
 
t
r
a
n
s
 
な

ら
び

に
 
E
,
Z
 
異

性
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
／

Ⅱ
A

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
７

）
フ

ィ
ッ

シ
ャ

ー
投

影
式

と
ニ

ュ
ー

マ
ン

投
影

式
を

用
い

て
有

機
化

合
物

の
構

造
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

。
(
技

能
)

有
機

化
学

Ⅰ
化

学
系

実
習

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
エ

タ
ン

、
ブ

タ
ン

の
立

体
配

座
と

そ
の

安
定

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
有

機
化

合
物

の
基

本
骨

格
の

構
造

と
反

応

【
①

ア
ル

カ
ン

】

　
１

）
ア

ル
カ

ン
の

基
本

的
な

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
ア

ル
カ

ン
の

構
造

異
性

体
を

図
示

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
(
技

能
)

有
機

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
シ

ク
ロ

ア
ル

カ
ン

の
環

の
ひ

ず
み

を
決

定
す

る
要

因
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
４

）
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
い

す
形

配
座

に
お

け
る

水
素

の
結

合
方

向
（

ア
キ

シ
ア

ル
、

エ
ク

ア
ト

リ
ア

ル
）

を
図

示
　

　
　

で
き

る
。

(
技

能
)

有
機

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
置

換
シ

ク
ロ

ヘ
キ

サ
ン

の
安

定
な

立
体

配
座

を
決

定
す

る
要

因
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

ア
ル

ケ
ン

・
ア

ル
キ

ン
】

　
１

）
ア

ル
ケ

ン
へ

の
代

表
的

な
付

加
反

応
を

列
挙

し
、

そ
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ａ
有

機
化

学
Ⅲ

Ｂ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
ア

ル
ケ

ン
の

代
表

的
な

酸
化

、
還

元
反

応
を

列
挙

し
、

そ
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ａ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
ア

ル
キ

ン
の

代
表

的
な

反
応

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ａ

有
機

化
学

Ⅲ
Ｂ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

芳
香

族
化

合
物

】

 
 
１

）
代

表
的

な
芳

香
族

炭
化

水
素

化
合

物
の

性
質

と
反

応
性

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
芳

香
族

性
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
芳

香
族

炭
化

水
素

化
合

物
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ
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年
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６
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成

2
5
年

度
改

訂
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・
薬
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教

育
モ

デ
ル

・
コ
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カ
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キ

ュ
ラ

ム
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Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

 
 
４

）
代

表
的

な
芳

香
族

複
素

環
化

合
物

の
性

質
を

芳
香

族
性

と
関

連
づ

け
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
芳

香
族

複
素

環
の

求
電

子
置

換
反

応
の

反
応

性
、

配
向

性
、

置
換

基
の

効
果

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅲ
Ｂ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
官

能
基

の
性

質
と

反
応

【
①

概
説

】

　
１

）
代

表
的

な
官

能
基

を
列

挙
し

、
性

質
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅲ
Ｂ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
官

能
基

の
性

質
を

利
用

し
た

分
離

精
製

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
化

学
系

実
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

有
機

ハ
ロ

ゲ
ン

化
合

物
】

　
１

）
有

機
ハ

ロ
ゲ

ン
化

合
物

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ａ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
求

核
置

換
反

応
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ａ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
脱

離
反

応
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ａ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

ア
ル

コ
ー

ル
･
フ

ェ
ノ

ー
ル

･
エ

ー
テ

ル
】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

類
の

基
本

的
な

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
エ

ー
テ

ル
類

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

ア
ル

デ
ヒ

ド
・

ケ
ト

ン
・

カ
ル

ボ
ン

酸
・

カ
ル

ボ
ン

酸
誘

導
体

】

　
１

）
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
お

よ
び

ケ
ト

ン
類

の
基

本
的

な
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
／

Ⅲ
Ｂ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
カ

ル
ボ

ン
酸

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅲ
Ａ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
カ

ル
ボ

ン
酸

誘
導

体
（

酸
ハ

ロ
ゲ

ン
化

物
、

酸
無

水
物

、
エ

ス
テ

ル
、

ア
ミ

ド
）

の
基

本
的

性
質

と
反

応
を

　
　

　
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。

有
機

化
学

Ⅲ
Ａ

化
学

系
実

習
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

ア
ミ

ン
】

　
１

）
ア

ミ
ン

類
の

基
本

的
性

質
と

反
応

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
／

Ⅲ
Ｂ

化
学

系
実

習
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑥

電
子

効
果

】

　
１

）
官

能
基

が
及

ぼ
す

電
子

効
果

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

化
学

有
機
化
学
Ⅱ
Ｂ

有
機

化
学

Ⅲ
Ｂ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

酸
性

度
・

塩
基

性
度

】

　
１

）
ア

ル
コ

ー
ル

、
フ

ェ
ノ

ー
ル

、
カ

ル
ボ

ン
酸

、
炭

素
酸

な
ど

の
酸

性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
化

学
基

礎
薬

学
演

習
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
含

窒
素

化
合

物
の

塩
基

性
度

を
比

較
し

て
説

明
で

き
る

。
化

学
基

礎
薬

学
演

習
(
選

)
薬

剤
師

へ
の

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
４

）
化

学
物

質
の

構
造

決
定

【
①

核
磁

気
共

鳴
（

N
M
R
）

】

　
１

）
1
H
 
お

よ
び

 
1
3
C
 
N
M
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
／

B
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
有

機
化

合
物

中
の

代
表

的
プ

ロ
ト

ン
に

つ
い

て
、

お
お

よ
そ

の
化

学
シ

フ
ト

値
を

示
す

こ
と

が
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
／

B
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
1
H
 
N
M
R
 
の

積
分

値
の

意
味

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
／

B
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
1
H
 
N
M
R
 
シ

グ
ナ

ル
が

近
接

プ
ロ

ト
ン

に
よ

り
分

裂
（

カ
ッ

プ
リ

ン
グ

）
す

る
基

本
的

な
分

裂
様

式
を

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅱ
Ｂ

化
学

系
実

習
Ⅰ

有
機

化
学

Ⅲ
Ａ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
／

B
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
化

合
物

の
部

分
構

造
を

 
1
H
 
N
M
R
 
か

ら
決

定
で

き
る

。
(
技

能
)

化
学

系
実

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
／

B
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

赤
外

吸
収

（
I
R
）

】

　
１

）
I
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
I
R
 
ス

ペ
ク

ト
ル

上
の

基
本

的
な

官
能

基
の

特
性

吸
収

を
列

挙
し

、
帰

属
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
化

学
系

実
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

質
量

分
析

】
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５
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６
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Ｓ
Ｂ

Ｏ
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１

）
マ

ス
ス

ペ
ク

ト
ル

よ
り

得
ら

れ
る

情
報

を
概

説
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
測

定
化

合
物

に
適

し
た

イ
オ

ン
化

法
を

選
択

で
き

る
。

（
技

能
）

化
学

系
実

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
ピ

ー
ク

の
種

類
（

基
準

ピ
ー

ク
、

分
子

イ
オ

ン
ピ

ー
ク

、
同

位
体

ピ
ー

ク
、

フ
ラ

グ
メ

ン
ト

ピ
ー

ク
）

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
化

学
系

実
習

Ⅰ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
化

合
物

の
マ

ス
ス

ペ
ク

ト
ル

を
解

析
で

き
る

。
（

技
能

）
化

学
系

実
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

総
合

演
習

】

　
１

）
代

表
的

な
機

器
分

析
法

を
用

い
て

、
代

表
的

な
化

合
物

の
構

造
決

定
が

で
き

る
。

（
技

能
）

化
学

系
実

習
Ⅰ

(
選

)
構

造
解

析
学

Ａ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
５

）
無

機
化

合
物

・
錯

体
の

構
造

と
性

質

【
①

無
機

化
合

物
・

錯
体

】

　
１

）
代

表
的

な
典

型
元

素
と

遷
移

元
素

を
列

挙
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学

　
２

）
代

表
的

な
無

機
酸

化
物

、
オ

キ
ソ

化
合

物
の

名
称

、
構

造
、

性
質

を
列

挙
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
活

性
酸

素
と

窒
素

酸
化

物
の

名
称

、
構

造
、

性
質

を
列

挙
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
錯

体
の

名
称

、
構

造
、

基
本

的
な

性
質

を
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
医

薬
品

と
し

て
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

無
機

化
合

物
、

お
よ

び
錯

体
を

列
挙

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

C
4
 
 
生

体
分

子
・

医
薬

品
の

化
学

に
よ

る
理

解

（
１

）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

分
子

の
構

造
と

化
学

的
な

性
質

【
①

医
薬

品
の

標
的

と
な

る
生

体
高

分
子

の
化

学
構

造
】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
高

分
子

を
構

成
す

る
小

分
子

（
ア

ミ
ノ

酸
、

糖
、

脂
質

、
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
な

ど
）

の
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

化
学

的
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
医

薬
品

の
標

的
と

な
る

生
体

高
分

子
（

タ
ン

パ
ク

質
、

核
酸

な
ど

）
の

立
体

構
造

と
そ

れ
を

規
定

す
る

化
学

　
　

　
結

合
、

相
互

作
用

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

生
体

内
で

機
能

す
る

小
分

子
】

　
１

）
細

胞
膜

受
容

体
お

よ
び

細
胞

内
（

核
内

）
受

容
体

の
代

表
的

な
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
補

酵
素

が
酵

素
反

応
で

果
た

す
役

割
に

つ
い

て
、

有
機

反
応

機
構

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
活

性
酸

素
、

一
酸

化
窒

素
の

構
造

に
基

づ
く

生
体

内
反

応
を

化
学

的
に

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅲ
Ｂ

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
生

体
内

に
存

在
す

る
代

表
的

な
金

属
イ

オ
ン

お
よ

び
錯

体
の

機
能

を
化

学
的

に
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
生

体
反

応
の

化
学

に
よ

る
理

解

【
①

生
体

内
で

機
能

す
る

リ
ン

、
硫

黄
化

合
物

】

　
１

）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

構
造

と
化

学
的

性
質

を
説

明
で

き
る

。
有

機
化

学
Ⅱ

Ｂ
有

機
化

学
Ⅲ

Ａ
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
リ

ン
化

合
物

（
リ

ン
酸

誘
導

体
な

ど
）

お
よ

び
硫

黄
化

合
物

（
チ

オ
ー

ル
、

ジ
ス

ル
フ

ィ
ド

、
チ

オ
エ

ス
テ

ル
　

　
　

な
ど

）
の

生
体

内
で

の
機

能
を

化
学

的
性

質
に

基
づ

き
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

酵
素

阻
害

剤
と

作
用

様
式

】

　
１

）
不

可
逆

的
酵

素
阻

害
薬

の
作

用
を

酵
素

の
反

応
機

構
に

基
づ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
基

質
ア

ナ
ロ

グ
が

競
合

阻
害

薬
と

な
る

こ
と

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
遷

移
状

態
ア

ナ
ロ

グ
が

競
合

阻
害

薬
と

な
る

こ
と

を
酵

素
の

反
応

機
構

に
基

づ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

受
容

体
の

ア
ゴ

ニ
ス

ト
お

よ
び

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
受

容
体

の
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作

用
薬

、
作

動
薬

、
刺

激
薬

）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

　
　

　
と

の
相

違
点

に
つ

い
て

、
内

因
性

リ
ガ

ン
ド

の
構

造
と

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
低

分
子

内
因

性
リ

ガ
ン

ド
誘

導
体

が
医

薬
品

と
し

て
用

い
ら

れ
て

い
る

理
由

を
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

生
体

内
で

起
こ

る
有

機
反

応
】

　
１

）
代

表
的

な
生

体
分

子
（

脂
肪

酸
、

コ
レ

ス
テ

ロ
ー

ル
な

ど
）

の
代

謝
反

応
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
異

物
代

謝
の

反
応

（
発

が
ん

性
物

質
の

代
謝

的
活

性
化

な
ど

）
を

有
機

化
学

の
観

点
か

ら
説

明
で

き
る

。
生

物
有

機
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
３

）
医

薬
品

の
化

学
構

造
と

性
質

、
作

用

【
①

医
薬

品
と

生
体

分
子

の
相

互
作

用
】

　
１

）
医

薬
品

と
生

体
分

子
と

の
相

互
作

用
を

化
学

的
な

観
点

（
結

合
親

和
性

と
自

由
エ

ネ
ル

ギ
ー

変
化

、
電

子
効

果
、

　
　

　
立

体
効

果
な

ど
）

か
ら

説
明

で
き

る
。

有
機

化
学

Ⅰ
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

医
薬

品
の

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

】

　
１

）
医

薬
品

の
構

造
か

ら
そ

の
物

理
化

学
的

性
質

（
酸

性
、

塩
基

性
、

疎
水

性
、

親
水

性
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
な

ど
の

薬
物

動
態

を
考

慮
し

た
医

薬
品

の
化

学
構

造
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

医
薬

品
の

コ
ン

ポ
ー

ネ
ン

ト
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品

の
フ

ァ
ー

マ
コ

フ
ォ

ア
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
バ

イ
オ

ア
イ

ソ
ス

タ
ー

（
生

物
学

的
等

価
体

）
に

つ
い

て
、

代
表

的
な

例
を

挙
げ

て
概

説
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
複

素
環

を
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

医
薬

品
コ

ン
ポ

ー
ネ

ン
ト

と
し

て
の

性
質

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

酵
素

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
構

造
と

性
質

】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
シ

ド
お

よ
び

核
酸

塩
基

ア
ナ

ロ
グ

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
フ

ェ
ニ

ル
酢

酸
、

フ
ェ

ニ
ル

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

構
造

な
ど

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

　
　

　
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
ス

ル
ホ

ン
ア

ミ
ド

構
造

を
も

つ
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
キ

ノ
ロ

ン
骨

格
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
β

-
ラ

ク
タ

ム
構

造
を

も
つ

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
ペ

プ
チ

ド
ア

ナ
ロ

グ
の

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

基
づ

く
性

質
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

受
容

体
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
カ

テ
コ

ー
ル

ア
ミ

ン
骨

格
を

有
す

る
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
ア

セ
チ

ル
コ

リ
ン

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
ス

テ
ロ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
ベ

ン
ゾ

ジ
ア

ゼ
ピ

ン
骨

格
お

よ
び

バ
ル

ビ
タ

ー
ル

骨
格

を
有

す
る

代
表

的
医

薬
品

を
列

挙
し

、
化

学
構

造
に

　
　

　
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
オ

ピ
オ

イ
ド

ア
ナ

ロ
グ

の
代

表
的

医
薬

品
を

列
挙

し
、

化
学

構
造

に
基

づ
く

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑥

D
N
A
 
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
D
N
A
と

結
合

す
る

医
薬

品
（

ア
ル

キ
ル

化
剤

、
シ

ス
プ

ラ
チ

ン
類

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

化
学

構
造

と
反

応
機

構
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
D
N
A
に

イ
ン

タ
ー

カ
レ

ー
ト

す
る

医
薬

品
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

構
造

上
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
D
N
A
鎖

を
切

断
す

る
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
構

造
上

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

創
薬

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

イ
オ

ン
チ

ャ
ネ

ル
に

作
用

す
る

医
薬

品
の

構
造

と
性

質
】

　
１

）
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

に
作

用
す

る
医

薬
品

の
代

表
的

な
基

本
構

造
（

ジ
ヒ

ド
ロ

ピ
リ

ジ
ン

な
ど

）
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
創

薬
化

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

C
5
 
 
自

然
が

生
み

出
す

薬
物

（
１

）
薬

に
な

る
動

植
鉱

物

【
①

薬
用

植
物

】

　
１

）
代

表
的

な
薬

用
植

物
の

学
名

、
薬

用
部

位
、

薬
効

な
ど

を
挙

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
薬

用
植

物
を

外
部

形
態

か
ら

説
明

し
、

区
別

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
植

物
の

主
な

内
部

形
態

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
法

律
に

よ
っ

て
取

り
扱

い
が

規
制

さ
れ

て
い

る
植

物
（

ケ
シ

、
ア

サ
）

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

生
薬

の
基

原
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
由

来
）

を
列

挙
し

、
そ

の
基

原
、

薬
用

部
位

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

生
薬

の
用

途
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
代

表
的

な
生

薬
（

植
物

、
動

物
、

藻
類

、
菌

類
、

鉱
物

由
来

）
の

薬
効

、
成

分
、

用
途

な
ど

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
副

作
用

や
使

用
上

の
注

意
が

必
要

な
代

表
的

な
生

薬
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

生
薬

の
同

定
と

品
質

評
価

】

 
 
１

）
生

薬
の

同
定

と
品

質
評

価
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

の
生

薬
総

則
お

よ
び

生
薬

試
験

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
生

薬
を

鑑
別

で
き

る
。

（
技

能
）

天
然

資
源

Ⅰ
化

学
系

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
生

薬
の

確
認

試
験

を
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

化
学

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
代

表
的

な
生

薬
の

純
度

試
験

を
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
薬

の
宝

庫
と

し
て

の
天

然
物

【
①

生
薬

由
来

の
生

物
活

性
物

質
の

構
造

と
作

用
】

 
 
１

）
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
化

学
構

造
に

基
づ

い
て

分
類

し
、

そ
れ

ら
の

生
合

成
経

路
を

概
説

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
脂

質
や

糖
質

に
分

類
さ

れ
る

生
薬

由
来

の
代

表
的

な
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
芳

香
族

化
合

物
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
テ

ル
ペ

ノ
イ

ド
、

ス
テ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
ア

ル
カ

ロ
イ

ド
に

分
類

さ
れ

る
生

薬
由

来
の

代
表

的
な

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
作

用
を

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

微
生

物
由

来
の

生
物

活
性

物
質

の
構

造
と

作
用

】

　
１

）
微

生
物

由
来

の
生

物
活

性
物

質
を

化
学

構
造

に
基

づ
い

て
分

類
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
微

生
物

由
来

の
代

表
的

な
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

作
用

を
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

天
然

生
物

活
性

物
質

の
取

扱
い

】

　
１

）
天

然
生

物
活

性
物

質
の

代
表

的
な

抽
出

法
、

分
離

精
製

法
を

概
説

し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
化

学
系

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

天
然

生
物

活
性

物
質

の
利

用
】

　
１

）
医

薬
品

と
し

て
使

わ
れ

て
い

る
代

表
的

な
天

然
生

物
活

性
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

用
途

を
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

天
然
資
源
Ⅱ

生
物
有
機
化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
天

然
生

物
活

性
物

質
を

基
に

化
学

修
飾

等
に

よ
り

開
発

さ
れ

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
、

リ
ー

ド
　

　
　

化
合

物
を

説
明

で
き

る
。

生
物

有
機

化
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
農

薬
や

香
粧

品
な

ど
と

し
て

使
わ

れ
て

い
る

代
表

的
な

天
然

生
物

活
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
用

途
を

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

C
6
 
 
生

命
現

象
の

基
礎

（
１

）
細

胞
の

構
造

と
機

能

【
①

細
胞

膜
】

　
１

）
細

胞
膜

を
構

成
す

る
代

表
的

な
生

体
成

分
を

列
挙

し
、

そ
の

機
能

を
分

子
レ

ベ
ル

で
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
細

胞
生

物
学

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
エ

ン
ド

サ
イ

ト
ー

シ
ス

と
エ

キ
ソ

サ
イ

ト
ー

シ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

細
胞

生
物

学
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

細
胞

小
器

官
】

　
１

）
細

胞
小

器
官

（
核

、
ミ

ト
コ

ン
ド

リ
ア

、
小

胞
体

、
リ

ソ
ソ

ー
ム

、
ゴ

ル
ジ

体
、

ペ
ル

オ
キ

シ
ソ

ー
ム

な
ど

）
や

　
　

　
リ

ボ
ソ

ー
ム

の
構

造
と

機
能

を
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
細

胞
生

物
学

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

細
胞

骨
格

】

　
１

）
細

胞
骨

格
の

構
造

と
機

能
を

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

細
胞

生
物

学
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
生

命
現

象
を

担
う

分
子

【
①

脂
質

】

　
１

）
代

表
的

な
脂

質
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

糖
質

】

　
１

）
代

表
的

な
単

糖
、

二
糖

の
種

類
、

構
造

、
性

質
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
多

糖
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

ア
ミ

ノ
酸

】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
を

列
挙

し
、

そ
の

構
造

に
基

づ
い

て
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

タ
ン

パ
ク

質
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
構

造
（

一
次

、
二

次
、

三
次

、
四

次
構

造
）

と
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

ヌ
ク

レ
オ

チ
ド

と
核

酸
】

　
１

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
と

核
酸

（
D
N
A
、

R
N
A
）

の
種

類
、

構
造

、
性

質
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

ビ
タ

ミ
ン

】

　
１

）
代

表
的

な
ビ

タ
ミ

ン
の

種
類

、
構

造
、

性
質

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

微
量

元
素

】

　
１

）
代

表
的

な
必

須
微

量
元

素
の

種
類

、
役

割
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑧

生
体

分
子

の
定

性
、

定
量

】

　
１

）
脂

質
、

糖
質

、
ア

ミ
ノ

酸
、

タ
ン

パ
ク

質
、

も
し

く
は

核
酸

の
定

性
ま

た
は

定
量

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
系

実
習

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
３

）
生

命
活

動
を

担
う

タ
ン

パ
ク

質

【
①

タ
ン

パ
ク

質
の

構
造

と
機

能
】

　
１

）
多

彩
な

機
能

を
も

つ
タ

ン
パ

ク
質

（
酵

素
、

受
容

体
、

シ
グ

ナ
ル

分
子

、
膜

輸
送

体
、

運
搬

・
輸

送
タ

ン
パ

ク
質

、
　

　
　

貯
蔵

タ
ン

パ
ク

質
、

構
造

タ
ン

パ
ク

質
、

接
着

タ
ン

パ
ク

質
、

防
御

タ
ン

パ
ク

質
、

調
節

タ
ン

パ
ク

質
）

を
列

挙
し

　
　

　
概

説
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

タ
ン

パ
ク

質
の

成
熟

と
分

解
】

　
１

）
タ

ン
パ

ク
質

の
翻

訳
後

の
成

熟
過

程
（

細
胞

小
器

官
間

の
輸

送
や

翻
訳

後
修

飾
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
タ

ン
パ

ク
質

の
細

胞
内

で
の

分
解

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

酵
素

】

 
 
１

）
酵

素
反

応
の

特
性

と
反

応
速

度
論

を
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
酵

素
反

応
に

お
け

る
補

酵
素

、
微

量
金

属
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
酵

素
活

性
調

節
機

構
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
酵

素
反

応
速

度
を

測
定

し
、

解
析

で
き

る
。

(
技

能
)

生
物

系
実

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

酵
素

以
外

の
タ

ン
パ

ク
質

】

　
１

）
膜

輸
送

体
の

種
類

、
構

造
、

機
能

を
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
血

漿
リ

ポ
タ

ン
パ

ク
質

の
種

類
、

構
造

、
機

能
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
４

）
生

命
情

報
を

担
う

遺
伝

子

【
①

概
論

】

　
１

）
遺

伝
情

報
の

保
存

と
発

現
の

流
れ

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
D
N
A
、

遺
伝

子
、

染
色

体
、

ゲ
ノ

ム
と

は
何

か
を

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
分

子
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

遺
伝

情
報

を
担

う
分

子
】

 
 
１

）
染

色
体

の
構

造
（

ヌ
ク

レ
オ

ソ
ー

ム
、

ク
ロ

マ
チ

ン
、

セ
ン

ト
ロ

メ
ア

、
テ

ロ
メ

ア
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
遺

伝
子

の
構

造
（

プ
ロ

モ
ー

タ
ー

、
エ

ン
ハ

ン
サ

ー
、

エ
キ

ソ
ン

、
イ

ン
ト

ロ
ン

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
R
N
A
 
の

種
類

(
h
n
R
N
A
、

m
R
N
A
、

r
R
N
A
、

t
R
N
A
 
な

ど
)
と

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
分

子
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

遺
伝

子
の

複
製

】

　
１

）
D
N
A
 
の

複
製

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

転
写

・
翻

訳
の

過
程

と
調

節
】

　
１

）
D
N
A
 
か

ら
 
R
N
A
 
へ

の
転

写
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
分

子
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
エ

ピ
ジ

ェ
ネ

テ
ィ

ッ
ク

な
転

写
制

御
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
転

写
因

子
に

よ
る

転
写

制
御

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
分

子
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
R
N
A
 
の

プ
ロ

セ
シ

ン
グ

（
キ

ャ
ッ

プ
構

造
、

ス
プ

ラ
イ

シ
ン

グ
、

s
n
R
N
P
、

ポ
リ

A
鎖

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
R
N
A
 
か

ら
タ

ン
パ

ク
質

へ
の

翻
訳

の
過

程
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

遺
伝

子
の

変
異

・
修

復
】

　
１

）
D
N
A
 
の

変
異

と
修

復
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

組
換

え
 
D
N
A
】

　
１

）
遺

伝
子

工
学

技
術

（
遺

伝
子

ク
ロ

ー
ニ

ン
グ

、
c
D
N
A
 
ク

ロ
ー

ニ
ン

グ
、

P
C
R
、

組
換

え
タ

ン
パ

ク
質

発
現

法
な

ど
）

　
　

　
を

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
遺

伝
子

改
変

生
物

（
遺

伝
子

導
入

•
欠

損
動

物
、

ク
ロ

ー
ン

動
物

、
遺

伝
子

組
換

え
植

物
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

分
子

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
５

）
生

体
エ

ネ
ル

ギ
ー

と
生

命
活

動
を

支
え

る
代

謝
系

【
①

 
概

論
】

　
１

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

の
概

要
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

A
T
P
 
の

産
生

と
糖

質
代

謝
】

　
１

）
解

糖
系

及
び

乳
酸

の
生

成
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
ク

エ
ン

酸
回

路
(
T
C
A
 
サ

イ
ク

ル
)
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
電

子
伝

達
系

（
酸

化
的

リ
ン

酸
化

）
と

 
A
T
P
 
合

成
酵

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
細

胞
生

物
学

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
グ

リ
コ

ー
ゲ

ン
の

代
謝

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
糖

新
生

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

脂
質

代
謝

】

　
１

）
脂

肪
酸

の
生

合
成

と
β

酸
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
コ

レ
ス

テ
ロ

ー
ル

の
生

合
成

と
代

謝
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

飢
餓

状
態

と
飽

食
状

態
】

　
１

）
飢

餓
状

態
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
代

謝
（

ケ
ト

ン
体

の
利

用
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
余

剰
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

蓄
え

る
し

く
み

を
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

そ
の

他
の

代
謝

系
】

　
１

）
ア

ミ
ノ

酸
分

子
中

の
炭

素
お

よ
び

窒
素

の
代

謝
（

尿
素

回
路

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
の

生
合

成
と

分
解

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
ペ

ン
ト

ー
ス

リ
ン

酸
回

路
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
６

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

細
胞

内
情

報
伝

達

【
①

 
概

論
】

　
１

）
細

胞
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

お
け

る
情

報
伝

達
様

式
を

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

細
胞

内
情

報
伝

達
】

　
１

）
細

胞
膜

チ
ャ

ネ
ル

内
蔵

型
受

容
体

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
細

胞
膜

受
容

体
か

ら
 
G
 
タ

ン
パ

ク
系

を
介

す
る

細
胞

内
情

報
伝

達
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
細

胞
膜

受
容

体
タ

ン
パ

ク
質

な
ど

の
リ

ン
酸

化
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
細

胞
内

情
報

伝
達

に
お

け
る

セ
カ

ン
ド

メ
ッ

セ
ン

ジ
ャ

ー
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
細

胞
内

（
核

内
）

受
容

体
を

介
す

る
細

胞
内

情
報

伝
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

細
胞

間
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

】

　
１

）
細

胞
間

の
接

着
構

造
、

主
な

細
胞

接
着

分
子

の
種

類
と

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
主

な
細

胞
外

マ
ト

リ
ッ

ク
ス

分
子

の
種

類
と

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
７

）
細

胞
の

分
裂

と
死

【
①

細
胞

分
裂

】



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
細

胞
周

期
と

そ
の

制
御

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
体

細
胞

と
生

殖
細

胞
の

細
胞

分
裂

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

細
胞

死
】

　
１

）
細

胞
死

（
ア

ポ
ト

ー
シ

ス
と

ネ
ク

ロ
ー

シ
ス

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

が
ん

細
胞

】

　
１

）
正

常
細

胞
と

が
ん

細
胞

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
細

胞
生

物
学

(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
が

ん
遺

伝
子

と
が

ん
抑

制
遺

伝
子

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

細
胞

生
物

学
(
選

)
生

物
学

特
講

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

C
7
 
 
人

体
の

成
り

立
ち

と
生

体
機

能
の

調
節

（
１

）
人

体
の

成
り

立
ち

【
①

遺
伝

】

　
１

）
遺

伝
子

と
遺

伝
の

し
く

み
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
遺

伝
子

多
型

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
遺

伝
疾

患
を

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

発
生

】

　
１

）
個

体
発

生
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
細

胞
の

分
化

に
お

け
る

幹
細

胞
、

前
駆

細
胞

の
役

割
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

器
官

系
概

論
】

　
１

）
人

体
を

構
成

す
る

器
官

、
器

官
系

の
名

称
、

形
態

、
体

内
で

の
位

置
お

よ
び

機
能

を
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
組

織
、

器
官

を
構

成
す

る
代

表
的

な
細

胞
の

種
類

（
上

皮
、

内
皮

、
間

葉
系

な
ど

）
を

列
挙

し
、

形
態

的
お

よ
び

　
　

　
機

能
的

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
実

験
動

物
・

人
体

模
型

・
シ

ミ
ュ

レ
ー

タ
ー

な
ど

を
用

い
て

各
種

臓
器

の
名

称
と

位
置

を
確

認
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
器

官
の

組
織

や
細

胞
を

顕
微

鏡
で

観
察

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

神
経

系
】

　
１

）
中

枢
神

経
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
末

梢
（

体
性

・
自

律
）

神
経

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

骨
格

系
・

筋
肉

系
】

　
１

）
骨

、
筋

肉
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
骨

格
筋

お
よ

び
関

節
の

名
称

を
挙

げ
、

位
置

を
示

す
こ

と
が

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

皮
膚

】

　
１

）
皮

膚
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

循
環

器
系

】

　
１

）
心

臓
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
血

管
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
リ

ン
パ

管
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑧

呼
吸

器
系

】

　
１

）
肺

、
気

管
支

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑨

消
化

器
系

】

　
１

）
胃

、
小

腸
、

大
腸

な
ど

の
消

化
管

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
肝

臓
、

膵
臓

、
胆

囊
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑩

泌
尿

器
系

】

　
１

）
泌

尿
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑪

生
殖

器
系

】

　
１

）
生

殖
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑫

内
分

泌
系

】

　
１

）
内

分
泌

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑬

感
覚

器
系

】

　
１

）
感

覚
器

系
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑭

血
液

・
造

血
器

系
】

　
１

）
血

液
・

造
血

器
系

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

免
疫

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

(
２

)
　

生
体

機
能

の
調

節

【
①

神
経

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
神

経
細

胞
の

興
奮

と
伝

導
、

シ
ナ

プ
ス

伝
達

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
神

経
伝

達
物

質
を

挙
げ

、
生

理
活

性
お

よ
び

作
用

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
神

経
系

、
感

覚
器

を
介

す
る

ホ
メ

オ
ス

タ
シ

ス
の

調
節

機
構

の
代

表
例

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
神

経
に

よ
る

筋
収

縮
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

ホ
ル

モ
ン

・
内

分
泌

系
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
ホ

ル
モ

ン
を

挙
げ

、
そ

の
産

生
器

官
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

オ
ー

タ
コ

イ
ド

に
よ

る
調

節
機

構
】

　
１

）
代

表
的

な
オ

ー
タ

コ
イ

ド
を

挙
げ

、
生

理
活

性
お

よ
び

作
用

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
化
学
Ⅱ

機
能
形
態
学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

サ
イ

ト
カ

イ
ン

・
増

殖
因

子
に

よ
る

調
節

機
構

】

　
１

）
代

表
的

な
サ

イ
ト

カ
イ

ン
、

増
殖

因
子

を
挙

げ
、

生
理

活
性

お
よ

び
作

用
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

血
圧

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

圧
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑥

血
糖

の
調

節
機

構
】

　
１

）
血

糖
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

生
化
学
Ⅱ

機
能
形
態
学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑦

体
液

の
調

節
】

　
１

）
体

液
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
尿

の
生

成
機

構
、

尿
量

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑧

体
温

の
調

節
】

　
１

）
体

温
の

調
節

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

／
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑨

血
液

凝
固

・
線

溶
系

】

　
１

）
血

液
凝

固
・

線
溶

系
の

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

機
能

形
態

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑩

性
周

期
の

調
節

】

　
１

）
性

周
期

の
調

節
機

構
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
機

能
形

態
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

C
8
 
 
生

体
防

御
と

微
生

物

（
１

）
身

体
を

ま
も

る



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

 
生

体
防

御
反

応
】

　
１

）
異

物
の

侵
入

に
対

す
る

物
理

的
、

生
理

的
、

化
学

的
バ

リ
ア

ー
、

お
よ

び
補

体
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
免

疫
反

応
の

特
徴

（
自

己
と

非
自

己
の

識
別

、
特

異
性

、
多

様
性

、
ク

ロ
ー

ン
性

、
記

憶
、

寛
容

）
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
自

然
免

疫
と

獲
得

免
疫

、
お

よ
び

両
者

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
体

液
性

免
疫

と
細

胞
性

免
疫

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

免
疫

を
担

当
す

る
組

織
・

細
胞

】

　
１

）
免

疫
に

関
与

す
る

組
織

を
列

挙
し

、
そ

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
免

疫
担

当
細

胞
の

種
類

と
役

割
を

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
免

疫
反

応
に

お
け

る
主

な
細

胞
間

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

分
子

レ
ベ

ル
で

見
た

免
疫

の
し

く
み

】

　
１

）
自

然
免

疫
お

よ
び

獲
得

免
疫

に
お

け
る

異
物

の
認

識
を

比
較

し
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
M
H
C
 
抗

原
の

構
造

と
機

能
お

よ
び

抗
原

提
示

で
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
T
 
細

胞
と

 
B
 
細

胞
に

よ
る

抗
原

認
識

の
多

様
性

（
遺

伝
子

再
構

成
）

と
活

性
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
抗

体
分

子
の

基
本

構
造

、
種

類
、

役
割

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
学

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
免

疫
系

に
関

わ
る

主
な

サ
イ

ト
カ

イ
ン

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

を
概

説
で

き
る

。
免

疫
学

基
礎

薬
学

演
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
免

疫
系

の
制

御
と

そ
の

破
綻

・
免

疫
系

の
応

用

【
①

 
免

疫
応

答
の

制
御

と
破

綻
】

　
１

）
炎

症
の

一
般

的
症

状
、

担
当

細
胞

お
よ

び
反

応
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
免

疫
学

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
ア

レ
ル

ギ
ー

を
分

類
し

、
担

当
細

胞
お

よ
び

反
応

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
自

己
免

疫
疾

患
と

免
疫

不
全

症
候

群
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
免

疫
学

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
臓

器
移

植
と

免
疫

反
応

の
関

わ
り

（
拒

絶
反

応
、

免
疫

抑
制

剤
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
　

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
感

染
症

と
免

疫
応

答
と

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
腫

瘍
排

除
に

関
与

す
る

免
疫

反
応

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

 
免

疫
反

応
の

利
用

】

　
１

）
ワ

ク
チ

ン
の

原
理

と
種

類
（

生
ワ

ク
チ

ン
、

不
活

化
ワ

ク
チ

ン
、

ト
キ

ソ
イ

ド
、

混
合

ワ
ク

チ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
モ

ノ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

と
ポ

リ
ク

ロ
ー

ナ
ル

抗
体

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

免
疫

学
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
血

清
療

法
と

抗
体

医
薬

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

免
疫

学
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
抗

原
抗

体
反

応
を

利
用

し
た

検
査

方
法

（
E
L
I
S
A
 
法

、
ウ

エ
ス

タ
ン

ブ
ロ

ッ
ト

法
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
(
技

能
）

免
疫

学
生

物
系

実
習

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
微

生
物

の
基

本

【
①

 
総

論
】

　
１

）
原

核
生

物
、

真
核

生
物

お
よ

び
ウ

イ
ル

ス
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

 
細

菌
】

　
１

）
細

菌
の

分
類

や
性

質
（

系
統

学
的

分
類

、
グ

ラ
ム

陽
性

菌
と

陰
性

菌
、

好
気

性
菌

と
嫌

気
性

菌
な

ど
）

を
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
細

菌
の

構
造

と
増

殖
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
細

菌
の

異
化

作
用

（
呼

吸
と

発
酵

）
お

よ
び

同
化

作
用

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
細

菌
の

遺
伝

子
伝

達
（

接
合

、
形

質
導

入
、

形
質

転
換

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
薬

剤
耐

性
菌

お
よ

び
薬

剤
耐

性
化

機
構

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
代

表
的

な
細

菌
毒

素
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

 
ウ

イ
ル

ス
】

　
１

）
ウ

イ
ル

ス
の

構
造

、
分

類
、

お
よ

び
増

殖
機

構
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
基

礎
薬

学
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

 
真

菌
・

原
虫

・
蠕

虫
】

　
１

）
真

菌
の

性
状

を
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
原

虫
お

よ
び

蠕
虫

の
性

状
を

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

 
消

毒
と

滅
菌

】

　
１

）
滅

菌
、

消
毒

お
よ

び
殺

菌
、

静
菌

の
概

念
を

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
主

な
滅

菌
法

お
よ

び
消

毒
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

 
検

出
方

法
】

　
１

）
グ

ラ
ム

染
色

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
無

菌
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
代

表
的

な
細

菌
ま

た
は

真
菌

の
分

離
培

養
、

純
培

養
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
４

）
病

原
体

と
し

て
の

微
生

物

【
①

感
染

の
成

立
と

共
生

】

　
１

）
感

染
の

成
立

（
感

染
源

、
感

染
経

路
、

侵
入

門
戸

な
ど

）
と

共
生

（
腸

内
細

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
日

和
見

感
染

と
院

内
感

染
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

代
表

的
な

病
原

体
】

　
１

）
D
N
A
 
ウ

イ
ル

ス
（

ヒ
ト

ヘ
ル

ペ
ス

ウ
イ

ル
ス

、
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

、
パ

ピ
ロ

ー
マ

ウ
イ

ル
ス

、
B
 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
R
N
A
 
ウ

イ
ル

ス
（

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

、
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
、

ポ
リ

オ
ウ

イ
ル

ス
、

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ
イ

ル
ス

、
エ

コ
ー

　
　

　
ウ

イ
ル

ス
、

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
、

Ａ
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
C
 
型

肝
炎

ウ
イ

ル
ス

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

ウ
イ

ル
ス

、
　

　
　

麻
疹

ウ
イ

ル
ス

、
風

疹
ウ

イ
ル

ス
、

日
本

脳
炎

ウ
イ

ル
ス

、
狂

犬
病

ウ
イ

ル
ス

、
ム

ン
プ

ス
ウ

イ
ル

ス
、

　
　

　
H
I
V
、

H
T
L
V
 
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
グ

ラ
ム

陽
性

球
菌

（
ブ

ド
ウ

球
菌

、
レ

ン
サ

球
菌

な
ど

）
お

よ
び

グ
ラ

ム
陽

性
桿

菌
（

破
傷

風
菌

、
ガ

ス
壊

疽
菌

、
　

　
　

ボ
ツ

リ
ヌ

ス
菌

、
ジ

フ
テ

リ
ア

菌
、

炭
疽

菌
、

セ
レ

ウ
ス

菌
、

デ
ィ

フ
ィ

シ
ル

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
グ

ラ
ム

陰
性

球
菌

（
淋

菌
、

髄
膜

炎
菌

な
ど

）
お

よ
び

グ
ラ

ム
陰

性
桿

菌
（

大
腸

菌
、

赤
痢

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
、

　
　

　
チ

フ
ス

菌
、

エ
ル

シ
ニ

ア
属

菌
、

ク
レ

ブ
シ

エ
ラ

属
菌

、
コ

レ
ラ

菌
、

百
日

咳
菌

、
腸

炎
ビ

ブ
リ

オ
、

緑
膿

菌
、

　
　

　
レ

ジ
オ

ネ
ラ

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

菌
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
グ

ラ
ム

陰
性

ら
せ

ん
菌

（
ヘ

リ
コ

バ
ク

タ
ー

・
ピ

ロ
リ

、
カ

ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
・

ジ
ェ

ジ
ュ

ニ
／

コ
リ

な
ど

）
お

よ
び

　
　

　
ス

ピ
ロ

ヘ
ー

タ
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
抗

酸
菌

（
結

核
菌

、
ら

い
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

、
リ

ケ
ッ

チ
ア

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
真

菌
（

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
、

ク
リ

プ
ト

コ
ッ

ク
ス

、
カ

ン
ジ

ダ
、

ム
ー

コ
ル

、
白

癬
菌

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
微

生
物

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
原

虫
（

マ
ラ

リ
ア

原
虫

、
ト

キ
ソ

プ
ラ

ズ
マ

、
腟

ト
リ

コ
モ

ナ
ス

、
ク

リ
プ

ト
ス

ポ
リ

ジ
ウ

ム
、

赤
痢

ア
メ

ー
バ

　
　

　
な

ど
）

、
蠕

虫
（

回
虫

、
鞭

虫
、

ア
ニ

サ
キ

ス
、

エ
キ

ノ
コ

ッ
ク

ス
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

微
生

物
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

D
　

衛
生

薬
学

D
1
　

健
康

（
１

）
社

会
・

集
団

と
健

康

【
①

健
康

と
疾

病
の

概
念

】

　
１

）
健

康
と

疾
病

の
概

念
の

変
遷

と
、

そ
の

理
由

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

保
健

統
計

】



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
集

団
の

健
康

と
疾

病
の

現
状

お
よ

び
そ

の
影

響
要

因
を

把
握

す
る

上
で

の
人

口
統

計
の

意
義

を
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
人

口
統

計
お

よ
び

傷
病

統
計

に
関

す
る

指
標

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
人

口
動

態
（

死
因

別
死

亡
率

な
ど

）
の

変
遷

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

疫
学

】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
お

け
る

疫
学

の
役

割
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
疫

学
の

三
要

因
（

病
因

、
環

境
要

因
、

宿
主

要
因

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
疫

学
の

種
類

（
記

述
疫

学
、

分
析

疫
学

な
ど

）
と

そ
の

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
リ

ス
ク

要
因

の
評

価
と

し
て

、
オ

ッ
ズ

比
、

相
対

危
険

度
、

寄
与

危
険

度
お

よ
び

信
頼

区
間

に
つ

い
て

説
明

し
、

　
　

　
計

算
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
２

）
疾

病
の

予
防

【
①

疾
病

の
予

防
と

は
】

　
１

）
疾

病
の

予
防

に
つ

い
て

、
一

次
、

二
次

、
三

次
予

防
と

い
う

言
葉

を
用

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
健

康
増

進
政

策
（

健
康

日
本

２
１

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

感
染

症
と

そ
の

予
防

】

　
１

）
現

代
に

お
け

る
感

染
症

（
日

和
見

感
染

、
院

内
感

染
、

新
興

感
染

症
、

再
興

感
染

症
な

ど
）

の
特

徴
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
感

染
症

法
に

お
け

る
、

感
染

症
と

そ
の

分
類

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
性

感
染

症
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
予

防
接

種
の

意
義

と
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

生
活

習
慣

病
と

そ
の

予
防

】

　
１

）
生

活
習

慣
病

の
種

類
と

そ
の

動
向

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
生

活
習

慣
病

の
代

表
的

な
リ

ス
ク

要
因

を
列

挙
し

、
そ

の
予

防
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
食

生
活

や
喫

煙
な

ど
の

生
活

習
慣

と
疾

病
の

関
わ

り
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

母
子

保
健

】

　
１

）
新

生
児

マ
ス

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
の

意
義

に
つ

い
て

説
明

し
、

代
表

的
な

検
査

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
母

子
感

染
す

る
代

表
的

な
疾

患
を

列
挙

し
、

そ
の

予
防

対
策

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

労
働

衛
生

】

　
１

）
代

表
的

な
労

働
災

害
、

職
業

性
疾

病
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
労

働
衛

生
管

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
栄

養
と

健
康

【
①

栄
養

】

　
１

）
五

大
栄

養
素

を
列

挙
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
各

栄
養

素
の

消
化

、
吸

収
、

代
謝

の
プ

ロ
セ

ス
を

概
説

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
食

品
中

の
三

大
栄

養
素

の
栄

養
的

な
価

値
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
五

大
栄

養
素

以
外

の
食

品
成

分
（

食
物

繊
維

、
抗

酸
化

物
質

な
ど

）
の

機
能

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
エ

ネ
ル

ギ
ー

代
謝

に
関

わ
る

基
礎

代
謝

量
、

呼
吸

商
、

推
定

エ
ネ

ル
ギ

ー
必

要
量

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
日

本
人

の
食

事
摂

取
基

準
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
生

化
学

Ⅱ
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
栄

養
素

の
過

不
足

に
よ

る
主

な
疾

病
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
疾

病
治

療
に

お
け

る
栄

養
の

重
要

性
を

説
明

で
き

る
。

生
化

学
Ⅱ

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
栄

養
と

保
健

衛
生

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

食
品

機
能

と
食

品
衛

生
】



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
炭

水
化

物
・

タ
ン

パ
ク

質
が

変
質

す
る

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
油

脂
が

変
敗

す
る

機
構

を
説

明
し

、
油

脂
の

変
質

試
験

を
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
食

品
の

変
質

を
防

ぐ
方

法
（

保
存

法
）

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
食

品
成

分
由

来
の

発
が

ん
性

物
質

を
列

挙
し

、
そ

の
生

成
機

構
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
代

表
的

な
食

品
添

加
物

を
用

途
別

に
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
働

き
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
６

）
特

別
用

途
食

品
と

保
健

機
能

食
品

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
７

）
食

品
衛

生
に

関
す

る
法

的
規

制
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
③

食
中

毒
と

食
品

汚
染

】

　
１

）
代

表
的

な
細

菌
性

・
ウ

イ
ル

ス
性

食
中

毒
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

原
因

と
な

る
微

生
物

の
性

質
、

症
状

、
原

因
食

品
　

　
　

お
よ

び
予

防
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
食

中
毒

の
原

因
と

な
る

代
表

的
な

自
然

毒
を

列
挙

し
、

そ
の

原
因

物
質

、
作

用
機

構
、

症
状

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
化

学
物

質
（

重
金

属
、

残
留

農
薬

な
ど

）
や

カ
ビ

に
よ

る
食

品
汚

染
の

具
体

例
を

挙
げ

、
ヒ

ト
の

健
康

に
及

ぼ
す

　
　

　
影

響
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

D
2
　

環
境

（
１

）
化

学
物

質
・

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

【
①

化
学

物
質

の
毒

性
】

　
１

）
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
の

吸
収

、
分

布
、

代
謝

、
排

泄
の

基
本

的
な

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
肝

臓
、

腎
臓

、
神

経
な

ど
に

特
異

的
に

毒
性

を
示

す
代

表
的

な
化

学
物

質
を

列
挙

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
重

金
属

、
P
C
B
、

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

な
ど

の
代

表
的

な
有

害
化

学
物

質
や

農
薬

の
急

性
毒

性
、

慢
性

毒
性

の
特

徴
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
重

金
属

や
活

性
酸

素
に

よ
る

障
害

を
防

ぐ
た

め
の

生
体

防
御

因
子

に
つ

い
て

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

乱
用

に
よ

る
健

康
へ

の
影

響
に

つ
い

て
説

明
し

、
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
の

解
毒

処
置

法
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
中

毒
原

因
物

質
（

乱
用

薬
物

を
含

む
）

の
試

験
法

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

化
学

物
質

の
安

全
性

評
価

と
適

正
使

用
】

　
１

）
個

々
の

化
学

物
質

の
使

用
目

的
に

鑑
み

、
適

正
使

用
と

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
　

（
態

度
）

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
化

学
物

質
の

毒
性

を
評

価
す

る
た

め
の

主
な

試
験

法
を

列
挙

し
、

概
説

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
毒

性
試

験
の

結
果

を
評

価
す

る
の

に
必

要
な

量
-
反

応
関

係
、

閾
値

、
無

毒
性

量
（

N
O
A
E
L
）

な
ど

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
化

学
物

質
の

安
全

摂
取

量
（

1
日

許
容

摂
取

量
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
有

害
化

学
物

質
に

よ
る

人
体

影
響

を
防

ぐ
た

め
の

法
的

規
制

（
化

審
法

、
化

管
法

な
ど

）
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

化
学

物
質

に
よ

る
発

が
ん

】

　
１

）
発

が
ん

性
物

質
な

ど
の

代
謝

的
活

性
化

の
機

構
を

列
挙

し
、

そ
の

反
応

機
構

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
遺

伝
毒

性
試

験
（

A
m
e
s
試

験
な

ど
）

の
原

理
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
発

が
ん

に
至

る
過

程
（

イ
ニ

シ
エ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

放
射

線
の

生
体

へ
の

影
響

】

　
１

）
電

離
放

射
線

を
列

挙
し

、
生

体
へ

の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
放

射
性

核
種

（
天

然
、

人
工

）
と

生
体

と
の

相
互

作
用

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
電

離
放

射
線

を
防

御
す

る
方

法
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
(
選

)
放

射
線

応
用

学
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
非

電
離

放
射

線
（

紫
外

線
、

赤
外

線
な

ど
）

を
列

挙
し

、
生

体
へ

の
影

響
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
生

活
環

境
と

健
康

【
①

地
球

環
境

と
生

態
系

】

　
１

）
地

球
規

模
の

環
境

問
題

の
成

因
、

人
に

与
え

る
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
生

態
系

の
構

成
員

を
列

挙
し

、
そ

の
特

徴
と

相
互

関
係

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
化

学
物

質
の

環
境

内
動

態
（

生
物

濃
縮

な
ど

）
に

つ
い

て
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
地

球
環

境
の

保
全

に
関

す
る

国
際

的
な

取
り

組
み

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
人

が
生

態
系

の
一

員
で

あ
る

こ
と

を
ふ

ま
え

て
環

境
問

題
を

討
議

す
る

。
（

態
度

）
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
②

環
境

保
全

と
法

的
規

制
】

　
１

）
典

型
七

公
害

と
そ

の
現

状
、

お
よ

び
四

大
公

害
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
環

境
基

本
法

の
理

念
を

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
環

境
汚

染
（

大
気

汚
染

、
水

質
汚

濁
、

土
壌

汚
染

な
ど

）
を

防
止

す
る

た
め

の
法

規
制

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

水
環

境
】

　
１

）
原

水
の

種
類

を
挙

げ
、

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
水

の
浄

化
法

、
塩

素
処

理
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅱ
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
水

道
水

の
水

質
基

準
の

主
な

項
目

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

物
理

系
実

習
Ⅱ

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
下

水
処

理
お

よ
び

排
水

処
理

の
主

な
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅱ
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
水

質
汚

濁
の

主
な

指
標

を
列

挙
し

、
測

定
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

物
理

系
実

習
Ⅱ

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
富

栄
養

化
の

原
因

と
そ

れ
に

よ
っ

て
も

た
ら

さ
れ

る
問

題
点

を
挙

げ
、

対
策

を
説

明
で

き
る

。
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

大
気

環
境

】

　
１

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

列
挙

し
、

そ
の

推
移

と
発

生
源

、
健

康
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅱ
(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
主

な
大

気
汚

染
物

質
を

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

物
理

系
実

習
Ⅱ

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
大

気
汚

染
に

影
響

す
る

気
象

要
因

（
逆

転
層

な
ど

）
を

概
説

で
き

る
。

衛
生

学
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

室
内

環
境

】

　
１

）
室

内
環

境
を

評
価

す
る

た
め

の
代

表
的

な
指

標
を

列
挙

し
、

測
定

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
物

理
系

実
習

Ⅱ
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
室

内
環

境
と

健
康

と
の

関
係

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅱ

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑥

廃
棄

物
】

　
１

）
廃

棄
物

の
種

類
と

処
理

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅱ
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
廃

棄
物

処
理

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
そ

の
対

策
を

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅱ

(
選

)
エ

コ
ロ

ジ
ー

論
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
制

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
衛

生
学

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

E
　

医
療

薬
学

E
1
　

薬
の

作
用

と
体

の
変

化

（
１

）
薬

の
作

用

【
①

薬
の

作
用

】

　
１

）
薬

の
用

量
と

作
用

の
関

係
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
ア

ゴ
ニ

ス
ト

（
作

用
薬

、
作

動
薬

、
刺

激
薬

）
と

ア
ン

タ
ゴ

ニ
ス

ト
（

拮
抗

薬
、

遮
断

薬
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

物
が

作
用

す
る

し
く

み
に

つ
い

て
、

受
容

体
、

酵
素

、
イ

オ
ン

チ
ャ

ネ
ル

お
よ

び
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
を

例
に

　
　

　
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
受

容
体

を
列

挙
し

、
刺

激
あ

る
い

は
遮

断
さ

れ
た

場
合

の
生

理
反

応
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

作
用

発
現

に
関

連
す

る
代

表
的

な
細

胞
内

情
報

伝
達

系
を

列
挙

し
、

活
性

化
あ

る
い

は
抑

制
さ

れ
た

場
合

　
　

　
の

生
理

反
応

を
説

明
で

き
る

。
（

C
6
(
6
)
【

②
細

胞
内

情
報

伝
達

】
1
.
～

 
5
.
 
参

照
）

薬
理

学
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
６

）
薬

物
の

体
内

動
態

（
吸

収
、

分
布

、
代

謝
、

排
泄

）
と

薬
効

発
現

の
関

わ
り

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E
4
（

1
）

【
②

吸
収

】
、

【
③

分
布

】
、

【
④

代
謝

】
、

【
⑤

排
泄

】
参

照
）

薬
物

動
態

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
薬

物
の

選
択

（
禁

忌
を

含
む

）
、

用
法

、
用

量
の

変
更

が
必

要
と

な
る

要
因

（
年

齢
、

疾
病

、
妊

娠
等

）
に

つ
い

て
　

　
　

具
体

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
薬

理
作

用
に

由
来

す
る

代
表

的
な

薬
物

相
互

作
用

を
列

挙
し

、
そ

の
機

序
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

E
4
（

1
）

【
②

吸
収

】
5
.
【

④
代

謝
】

5
.
【

⑤
排

泄
】

5
.
参

照
）

薬
物

動
態

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
薬

物
依

存
性

、
耐

性
に

つ
い

て
具

体
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

動
物

実
験

】

　
１

）
動

物
実

験
に

お
け

る
倫

理
に

つ
い

て
配

慮
で

き
る

。
（

態
度

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
実

験
動

物
を

適
正

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
実

験
動

物
で

の
代

表
的

な
投

与
方

法
が

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

日
本

薬
局

方
】

　
１

）
日

本
薬

局
方

収
載

の
生

物
学

的
定

量
法

の
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
身

体
の

病
的

変
化

を
知

る

【
①

症
候

】

　
１

）
以

下
の

症
候

・
病

態
に

つ
い

て
、

生
じ

る
原

因
と

そ
れ

ら
を

伴
う

代
表

的
疾

患
を

挙
げ

、
患

者
情

報
を

も
と

に
疾

患
を

　
　

　
推

測
で

き
る

。
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

、
高

血
圧

、
低

血
圧

、
発

熱
、

け
い

れ
ん

、
意

識
障

害
・

失
神

、
チ

ア
ノ

ー
ゼ

、
脱

水
、

全
身

倦
怠

感
、

　
　

　
肥

満
・

や
せ

、
黄

疸
、

発
疹

、
貧

血
、

出
血

傾
向

、
リ

ン
パ

節
腫

脹
、

浮
腫

、
心

悸
亢

進
・

動
悸

、
胸

水
、

胸
痛

、
　

　
　

呼
吸

困
難

、
咳

・
痰

、
　

血
痰

・
喀

血
、

め
ま

い
、

頭
痛

、
運

動
麻

痺
・

不
随

意
運

動
・

筋
力

低
下

、
腹

痛
、

　
　

　
悪

心
・

嘔
吐

、
嚥

下
困

難
・

障
害

、
食

欲
不

振
、

　
下

痢
・

便
秘

、
吐

血
・

下
血

、
腹

部
膨

満
（

腹
水

を
含

む
）

、
　

　
　

タ
ン

パ
ク

 
尿

、
血

尿
、

尿
量

・
排

尿
の

異
常

、
月

経
異

常
、

関
節

痛
・

関
節

腫
脹

、
腰

背
部

痛
、

記
憶

障
害

、
　

　
　

知
覚

異
常

（
し

び
れ

を
含

む
）

・
神

経
痛

、
視

力
障

害
、

聴
力

障
害

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

病
態

・
臨

床
検

査
】

　
１

）
尿

検
査

お
よ

び
糞

便
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
血

液
検

査
、

血
液

凝
固

機
能

検
査

お
よ

び
脳

脊
髄

液
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
血

液
生

化
学

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
免

疫
学

的
検

査
の

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
学

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
動

脈
血

ガ
ス

分
析

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
代

表
的

な
生

理
機

能
検

査
（

心
機

能
、

腎
機

能
、

肝
機

能
、

呼
吸

機
能

等
）

、
病

理
組

織
検

査
お

よ
び

画
像

検
査

の
　

　
　

検
査

項
目

を
列

挙
し

、
目

的
と

異
常

所
見

を
説

明
で

き
る

。
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
微

生
物

検
査

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
代

表
的

な
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
検

査
項

目
を

列
挙

し
、

目
的

と
異

常
所

見
を

説
明

で
き

る
。

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
薬

物
治

療
の

位
置

づ
け

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
治

療
、

食
事

療
法

、
そ

の
他

の
非

薬
物

治
療

（
外

科
手

術
な

ど
）

の
位

置
づ

け
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
治

療
の

役
割

に
つ

い
て

、
病

態
、

薬
効

薬
理

、
薬

物
動

態
に

基
づ

い
て

討
議

す
る

。
　

　
（

知
識

・
技

能
）

薬
物

治
療

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅰ

／
Ⅱ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
４

）
医

薬
品

の
安

全
性

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
と

副
作

用
、

毒
性

と
の

関
連

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

物
の

副
作

用
と

有
害

事
象

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
以

下
の

障
害

を
呈

す
る

代
表

的
な

副
作

用
疾

患
に

つ
い

て
、

推
定

さ
れ

る
原

因
医

薬
品

、
身

体
所

見
、

検
査

所
見

　
　

　
お

よ
び

対
処

方
法

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

血
液

障
害

・
電

解
質

異
常

、
肝

障
害

、
腎

障
害

、
消

化
器

障
害

、
循

環
器

障
害

、
精

神
障

害
、

皮
膚

障
害

、
　

　
　

呼
吸

器
障

害
、

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
（

シ
ョ

ッ
ク

を
含

む
）

、
代

謝
障

害
、

筋
障

害

疾
患

・
有

害
事

象
の

症
候

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
代

表
的

薬
害

、
薬

物
乱

用
に

つ
い

て
、

健
康

リ
ス

ク
の

観
点

か
ら

討
議

す
る

。
（

態
度

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

E
2
　

薬
理

・
病

態
・

薬
物

治
療

（
１

）
神

経
系

の
疾

患
と

薬

【
①

自
律

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
】

　
１

）
交

感
神

経
系

に
作

用
し

、
そ

の
支

配
器

官
の

機
能

を
修

飾
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
副

交
感

神
経

系
に

作
用

し
、

そ
の

支
配

器
官

の
機

能
を

修
飾

す
る

代
表

的
な

薬
物

を
挙

げ
、

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
神

経
節

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
自

律
神

経
系

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
の

効
果

を
動

物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

体
性

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
・

筋
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
知

覚
神

経
に

作
用

す
る

代
表

的
な

薬
物

（
局

所
麻

酔
薬

な
ど

）
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
運

動
神

経
系

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
を

挙
げ

、
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
知

覚
神

経
、

運
動

神
経

に
作

用
す

る
代

表
的

な
薬

物
の

効
果

を
動

物
実

験
で

測
定

で
き

る
。

（
技

能
）

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
進

行
性

筋
ジ

ス
ト

ロ
フ

ィ
ー

、
G
u
i
l
l
a
i
n
-
B
a
r
r
é
（

ギ
ラ

ン
・

バ
レ

ー
）

症
候

群
、

重
症

筋
無

力
症

（
重

複
）

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

中
枢

神
経

系
の

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

 
 
１

）
全

身
麻

酔
薬

、
催

眠
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

薬
物

治
療

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
麻

薬
性

鎮
痛

薬
、

非
麻

薬
性

鎮
痛

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

（
W
H
O

　
　

　
三

段
階

除
痛

ラ
ダ

ー
を

含
む

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
中

枢
興

奮
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
４

）
統

合
失

調
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

薬
物

治
療

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅰ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
５

）
う

つ
病

、
躁

う
つ

病
（

双
極

性
障

害
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

薬
物

治
療

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
６

）
不

安
神

経
症

（
パ

ニ
ッ

ク
障

害
と

全
般

性
不

安
障

害
）

、
心

身
症

、
不

眠
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅱ
薬

物
治

療
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
７

）
て

ん
か

ん
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
８

）
脳

血
管

疾
患

（
脳

内
出

血
、

脳
梗

塞
（

脳
血

栓
、

脳
塞

栓
、

一
過

性
脳

虚
血

）
、

く
も

膜
下

出
血

）
に

つ
い

て
、

　
　

　
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
 
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
９

）
P
a
r
k
i
n
s
o
n
（

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

）
病

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
1
0
）

認
知

症
（

A
l
z
h
e
i
m
e
r
（

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
）

型
認

知
症

、
脳

血
管

性
認

知
症

等
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
　

　
　

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
1
1
）

片
頭

痛
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
1
2
）

中
枢

神
経

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
1
3
）

中
枢

神
経

系
疾

患
の

社
会

生
活

へ
の

影
響

お
よ

び
薬

物
治

療
の

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

薬
理

学
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
1
4
）

以
下

の
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
　

　
　

脳
炎

・
髄

膜
炎

（
重

複
）

、
多

発
性

硬
化

症
（

重
複

）
、

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
、

N
a
r
c
o
l
e
p
s
y

　
　

　
（

ナ
ル

コ
レ

プ
シ

ー
）

、
薬

物
依

存
症

、
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
薬

理
学

Ⅱ
疾

患
・

有
害

事
象

の
症

候

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
神

経
系

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

お
よ

び
骨

・
関

節
の

疾
患

と
薬

【
①

抗
炎

症
薬

】

　
１

）
抗

炎
症

薬
（

ス
テ

ロ
イ

ド
性

お
よ

び
非

ス
テ

ロ
イ

ド
性

）
お

よ
び

解
熱

性
鎮

痛
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

薬
物

治
療

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
抗

炎
症

薬
の

作
用

機
序

に
基

づ
い

て
炎

症
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

薬
物

治
療

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
創

傷
治

癒
の

過
程

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
理
学
Ⅰ

薬
物
治
療
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ア

レ
ル

ギ
ー

治
療

薬
（

抗
ヒ

ス
タ

ミ
ン

薬
、

抗
ア

レ
ル

ギ
ー

薬
等

）
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
　

　
　

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
免

疫
抑

制
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
以

下
の

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

ア
ト

ピ
ー

性
皮

膚
炎

、
蕁

麻
疹

、
接

触
性

皮
膚

炎
、

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

、
ア

レ
ル

ギ
ー

性
結

膜
炎

、
花

粉
症

、
　

　
　

消
化

管
ア

レ
ル

ギ
ー

、
気

管
支

喘
息

（
重

複
）

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

薬
物

ア
レ

ル
ギ

ー
に

つ
い

て
、

原
因

薬
物

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
　

　
　

S
t
e
v
e
n
s
-
J
o
h
n
s
o
n
（

ス
テ

ィ
ー

ブ
ン

ス
-
ジ

ョ
ン

ソ
ン

）
症

候
群

、
中

毒
性

表
皮

壊
死

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
　

　
　

過
敏

症
症

候
群

、
薬

疹

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
ア

ナ
フ

ィ
ラ

キ
シ

ー
シ

ョ
ッ

ク
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
尋

常
性

乾
癬

、
水

疱
症

、
光

線
過

敏
症

、
ベ

ー
チ

ェ
ッ

ト
病

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
以

下
の

臓
器

特
異

的
自

己
免

疫
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

バ
セ

ド
ウ

病
（

重
複

）
、

橋
本

病
（

重
複

）
、

悪
性

貧
血

(
重

複
）

、
ア

ジ
ソ

ン
病

、
1
型

糖
尿

病
（

重
複

）
、

　
　

　
重

症
筋

無
力

症
、

多
発

性
硬

化
症

、
特

発
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
重

複
）

、
　

　
　

シ
ェ

ー
グ

レ
ン

症
候

群

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
以

下
の

全
身

性
自

己
免

疫
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

全
身

性
エ

リ
テ

マ
ト

ー
デ

ス
、

強
皮

症
、

多
発

筋
炎

／
皮

膚
筋

炎
、

関
節

リ
ウ

マ
チ

（
重

複
）

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
臓

器
移

植
（

腎
臓

、
肝

臓
、

骨
髄

、
臍

帯
血

、
輸

血
）

に
つ

い
て

、
拒

絶
反

応
お

よ
び

移
植

片
対

宿
主

病
（

G
V
H
D
）

　
　

　
の

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

骨
・

関
節

・
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
関

節
リ

ウ
マ

チ
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
骨

粗
鬆

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
変

形
性

関
節

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
カ

ル
シ

ウ
ム

代
謝

の
異

常
を

伴
う

疾
患

（
副

甲
状

腺
機

能
亢

進
（

低
下

）
症

、
骨

軟
化

症
（

く
る

病
を

含
む

）
、

　
　

　
悪

性
腫

瘍
に

伴
う

高
カ

ル
シ

ウ
ム

血
症

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

 
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
免

疫
・

炎
症

・
ア

レ
ル

ギ
ー

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
　

　
　

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
循

環
器

系
・

血
液

系
・

造
血

器
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

循
環

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
以

下
の

不
整

脈
お

よ
び

関
連

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
不

整
脈

の
例

示
：

上
室

性
期

外
収

縮
（

P
A
C
）

、
心

室
性

期
外

収
縮

（
P
V
C
）

、
心

房
細

動
（

A
f
）

、
発

作
性

上
室

　
　

　
頻

拍
（

P
S
V
T
)
、

W
P
W
症

候
群

、
心

室
頻

拍
（

V
T
）

、
心

室
細

動
（

V
f
）

、
房

室
ブ

ロ
ッ

ク
、

Q
T
延

長
症

候
群

薬
物

治
療

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性

心
不

全
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
虚

血
性

心
疾

患
（

狭
心

症
、

心
筋

梗
塞

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

高
血

圧
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

本
態

性
高

血
圧

症
、

二
次

性
高

血
圧

症
（

腎
性

高
血

圧
症

、
腎

血
管

性
高

血
圧

症
を

含
む

）
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
　

　
閉

塞
性

動
脈

硬
化

症
（

A
S
O
）

、
心

原
性

シ
ョ

ッ
ク

、
弁

膜
症

、
先

天
性

心
疾

患
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
循

環
器

系
に

作
用

す
る

薬
物

の
効

果
を

動
物

実
験

で
測

定
で

き
る

。
（

技
能

）
生

物
系

実
習

Ⅱ
生

物
系

実
習

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

血
液

・
造

血
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
止

血
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
抗

血
栓

薬
、

抗
凝

固
薬

お
よ

び
血

栓
溶

解
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅰ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
以

下
の

貧
血

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
鉄

欠
乏

性
貧

血
、

巨
赤

芽
球

性
貧

血
(
悪

性
貧

血
等

）
、

再
生

不
良

性
貧

血
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

（
A
I
H
A
）

、
　

　
　

腎
性

貧
血

、
鉄

芽
球

性
貧

血

薬
物

治
療

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
播

種
性

血
管

内
凝

固
症

候
群

（
D
I
C
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
血

友
病

、
血

栓
性

血
小

板
減

少
性

紫
斑

病
（

T
T
P
）

、
白

血
球

減
少

症
、

血
栓

塞
栓

症
、

白
血

病
（

重
複

）
、

　
　

　
悪

性
リ

ン
パ

腫
（

重
複

）
　

　
　

（
E
2
（

7
）

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】
参

照
）

薬
物

治
療

Ⅰ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

泌
尿

器
系

、
生

殖
器

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
薬

物
治

療
】

　
１

）
利

尿
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
急

性
お

よ
び

慢
性

腎
不

全
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

症
候

群
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

　
　

　
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
過

活
動

膀
胱

お
よ

び
低

活
動

膀
胱

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

泌
尿

器
系

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
慢

性
腎

臓
病

（
C
K
D
）

、
糸

球
体

腎
炎

（
重

複
）

、
糖

尿
病

性
腎

症
（

重
複

）
、

薬
剤

性
腎

症
（

重
複

）
、

腎
盂

　
　

　
腎

炎
（

重
複

）
、

膀
胱

炎
（

重
複

）
、

尿
路

感
染

症
（

重
複

）
、

尿
路

結
石

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

前
立

腺
肥

大
症

、
子

宮
内

膜
症

、
子

宮
筋

腫
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
妊

娠
・

分
娩

・
避

妊
に

関
連

し
て

用
い

ら
れ

る
薬

物
に

つ
い

て
、

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

　
　

　
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
８

）
以

下
の

生
殖

器
系

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

異
常

妊
娠

、
異

常
分

娩
、

不
妊

症
薬

物
治

療
Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
循

環
系

・
泌

尿
器

系
・

生
殖

器
系

疾
患

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
　

　
　

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
４

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
と

薬

【
①

呼
吸

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
気

管
支

喘
息

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅲ
事

前
学

習
Ⅰ

(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
慢

性
閉

塞
性

肺
疾

患
お

よ
び

喫
煙

に
関

連
す

る
疾

患
（

ニ
コ

チ
ン

依
存

症
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

　
　

　
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
　

　
　

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅲ

(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
間

質
性

肺
炎

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅲ
(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬

、
呼

吸
興

奮
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

お
よ

び
臨

床
適

用
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅲ

(
選
)
薬
理
学
の
基
礎
と
呼
吸
器
疾
患

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

消
化

器
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
以

下
の

上
部

消
化

器
疾

患
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
　

　
　

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
胃

食
道

逆
流

症
（

逆
流

性
食

道
炎

を
含

む
）

、
消

化
性

潰
瘍

、
胃

炎
薬

物
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
炎

症
性

腸
疾

患
（

潰
瘍

性
大

腸
炎

、
ク

ロ
ー

ン
病

等
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

　
　

　
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
肝

疾
患

（
肝

炎
、

肝
硬

変
（

ウ
イ

ル
ス

性
を

含
む

）
、

薬
剤

性
肝

障
害

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
　

　
　

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
膵

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
胆

道
疾

患
（

胆
石

症
、

胆
道

炎
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
機

能
性

消
化

管
障

害
（

過
敏

性
腸

症
候

群
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
　

　
　

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
便

秘
・

下
痢

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

生
物

系
実

習
Ⅲ

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
悪

心
・

嘔
吐

に
つ

い
て

、
治

療
薬

お
よ

び
関

連
薬

物
（

催
吐

薬
）

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
痔

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
呼

吸
器

系
・

消
化

器
系

の
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
代

表
的

な
薬

物
の

基
本

構
造

と
薬

効
（

薬
理

・
薬

物
動

態
）

　
　

　
の

関
連

を
概

説
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
５

）
代

謝
系

・
内

分
泌

系
の

疾
患

と
薬

【
①

代
謝

系
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
糖

尿
病

と
そ

の
合

併
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅰ

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
脂

質
異

常
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
　

　
　

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
高

尿
酸

血
症

・
痛

風
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選
)
消
化
器
・
代
謝
系
疾
患
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

内
分

泌
系

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
性

ホ
ル

モ
ン

関
連

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅳ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
B
a
s
e
d
o
w
（

バ
セ

ド
ウ

）
病

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
事

前
学

習
Ⅰ

(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
甲

状
腺

炎
（

慢
性

（
橋

本
病

）
、

亜
急

性
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
尿

崩
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
先

端
巨

大
症

、
高

プ
ロ

ラ
ク

チ
ン

血
症

、
下

垂
体

機
能

低
下

症
、

A
D
H
不

適
合

分
泌

症
候

群
（

S
I
A
D
H
）

、
副

　
　

　
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
•
低

下
症

、
C
u
s
h
i
n
g
（

ク
ッ

シ
ン

グ
）

症
候

群
、

ア
ル

ド
ス

テ
ロ

ン
症

、
褐

色
細

胞
腫

、
　

　
　

副
腎

不
全

（
急

性
、

慢
性

）
、

子
宮

内
膜

症
（

重
複

）
、

ア
ジ

ソ
ン

病
（

重
複

）

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選
)
循
環
器
系
・
内
分
泌
系
集
中
講
義

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
代

謝
系

・
内

分
布

系
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

　
　

　
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅳ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
６

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

と
薬

【
①

眼
疾

患
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
緑

内
障

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
白

内
障

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
加

齢
性

黄
斑

変
性

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
　

　
　

結
膜

炎
（

重
複

）
、

網
膜

症
、

ぶ
ど

う
膜

炎
、

網
膜

色
素

変
性

症
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

耳
鼻

咽
喉

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
め

ま
い

（
動

揺
病

、
M
e
n
i
e
r
e
（

メ
ニ

エ
ー

ル
）

病
等

）
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
　

　
　

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

 
　

　
　

ア
レ

ル
ギ

ー
性

鼻
炎

（
重

複
）

、
花

粉
症

（
重

複
）

、
副

鼻
腔

炎
（

重
複

）
、

中
耳

炎
（

重
複

）
、

口
内

炎
・

　
　

　
咽

頭
炎

・
扁

桃
腺

炎
(
重

複
)
、

喉
頭

蓋
炎

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

皮
膚

疾
患

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
ア

ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
 
（

E
2
（

2
）

【
②

免
疫

・
炎

症
・

ア
レ

ル
ギ

ー
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

参
照

）
薬

理
学

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
皮

膚
真

菌
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

　
　

　
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

 
（

E
2
（

7
）

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

 
参

照
）

薬
理

学
Ⅰ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
褥

瘡
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

理
学

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

疾
患

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

　
　

　
蕁

麻
疹

（
重

複
）

、
薬

疹
（

重
複

）
、

水
疱

症
（

重
複

）
、

乾
癬

(
重

複
）

、
接

触
性

皮
膚

炎
（

重
複

）
、

光
線

　
　

　
過

敏
症

（
重

複
)

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
感

覚
器

・
皮

膚
の

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

薬
物

動
態

）
の

関
連

を
　

　
　

概
説

で
き

る
。

薬
理

学
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
７

）
病

原
微

生
物

（
感

染
症

）
・

悪
性

新
生

物
（

が
ん

）
と

薬

【
①

抗
菌

薬
】

　
１

）
以

下
の

抗
菌

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
抗

菌
ス

ペ
ク

ト
ル

、
主

な
副

作
用

、
相

互
作

用
、

組
織

移
行

性
）

　
　

　
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

β
-
ラ

ク
タ

ム
系

、
テ

ト
ラ

サ
イ

ク
リ

ン
系

、
マ

ク
ロ

ラ
イ

ド
系

、
ア

ミ
ノ

配
糖

体
（

ア
ミ

ノ
グ

リ
コ

シ
ド

）
系

、
　

　
　

キ
ノ

ロ
ン

系
、

グ
リ

コ
ペ

プ
チ

ド
系

、
抗

結
核

薬
、

サ
ル

フ
ァ

剤
（

S
T
合

剤
を

含
む

）
、

そ
の

他
の

抗
菌

薬

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
細

菌
感

染
症

に
関

係
す

る
代

表
的

な
生

物
学

的
製

剤
（

ワ
ク

チ
ン

等
）

を
挙

げ
、

そ
の

作
用

機
序

を
説

明
　

　
　

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

抗
菌

薬
の

耐
性

】

　
１

）
主

要
な

抗
菌

薬
の

耐
性

獲
得

機
構

お
よ

び
耐

性
菌

出
現

へ
の

対
応

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

細
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

呼
吸

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

薬
物

　
　

　
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
上

気
道

炎
（

か
ぜ

症
候

群
（

大
部

分
が

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
）

を
含

む
）

、
気

管
支

炎
、

扁
桃

炎
、

細
菌

性
肺

炎
、

　
　

　
肺

結
核

、
レ

ジ
オ

ネ
ラ

感
染

症
、

百
日

咳
、

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
肺

炎

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

消
化

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

虫
垂

炎
、

胆
囊

炎
、

胆
管

炎
、

病
原

性
大

腸
菌

感
染

症
、

食
中

毒
、

ヘ
リ

コ
バ

ク
タ

ー
・

ピ
ロ

リ
感

染
症

、
　

　
　

赤
痢

、
コ

レ
ラ

、
腸

チ
フ

ス
、

パ
ラ

チ
フ

ス
、

偽
膜

性
大

腸
炎

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
以

下
の

感
覚

器
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
　

　
　

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

副
鼻

腔
炎

、
中

耳
炎

、
結

膜
炎

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
以

下
の

尿
路

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
腎

盂
腎

炎
、

膀
胱

炎
、

尿
道

炎
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

性
感

染
症

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
、

予
防

方
法

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

　
　

　
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
梅

毒
、

淋
病

、
ク

ラ
ミ

ジ
ア

症
等

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
脳

炎
、

髄
膜

炎
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
以

下
の

皮
膚

細
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

膿
痂

疹
、

丹
毒

、
癰

、
毛

囊
炎

、
ハ

ン
セ

ン
病

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
感

染
性

心
内

膜
炎

、
胸

膜
炎

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
お

よ
び

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
　

　
　

選
択

等
）

 
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
以

下
の

薬
剤

耐
性

菌
に

よ
る

院
内

感
染

に
つ

い
て

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
　

　
　

等
）

お
よ

び
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

M
R
S
A
、

V
R
E
、

セ
ラ

チ
ア

、
緑

膿
菌

等
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

以
下

の
全

身
性

細
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

、
感

染
経

路
と

予
防

方
法

お
よ

び
　

　
　

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
ジ

フ
テ

リ
ア

、
劇

症
型

A
群

β
溶

血
性

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

新
生

児
B
群

連
鎖

球
菌

感
染

症
、

破
傷

風
、

敗
血

症
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
お

よ
び

プ
リ

オ
ン

病
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
ヘ

ル
ペ

ス
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

（
単

純
ヘ

ル
ペ

ス
、

水
痘

・
帯

状
疱

疹
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
　

　
　

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

予
防

方
法

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
サ

イ
ト

メ
ガ

ロ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

お
よ

び
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
感

染
経

路
と

　
　

　
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
ウ

イ
ル

ス
性

肝
炎

（
H
A
V
、

H
B
V
、

H
C
V
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
（

急
性

肝
炎

、
慢

性
肝

炎
、

肝
硬

変
、

肝
細

胞
が

ん
）

、
　

　
　

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
（

重
複

）
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
（

A
I
D
S
）

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
　

　
　

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
６

）
以

下
の

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
（

プ
リ

オ
ン

病
を

含
む

）
に

つ
い

て
、

感
染

経
路

と
予

防
方

法
お

よ
び

病
態

　
　

　
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
伝

染
性

紅
斑

（
リ

ン
ゴ

病
）

、
手

足
口

病
、

伝
染

性
単

核
球

症
、

突
発

性
発

疹
、

咽
頭

結
膜

熱
、

ウ
イ

ル
ス

　
　

　
性

下
痢

症
、

麻
疹

、
風

疹
、

流
行

性
耳

下
腺

炎
、

風
邪

症
候

群
、

C
r
e
u
t
z
f
e
l
d
t
-
J
a
k
o
b
（

ク
ロ

イ
ツ

フ
ェ

ル
ト

-
　

　
　

ヤ
コ

ブ
）

病

(
選

)
応

用
免

疫
学

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

真
菌

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
抗

真
菌

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
お

よ
び

臨
床

適
用

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

真
菌

感
染

症
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

皮
膚

真
菌

症
、

カ
ン

ジ
ダ

症
、

ニ
ュ

ー
モ

シ
ス

チ
ス

肺
炎

、
肺

ア
ス

ペ
ル

ギ
ル

ス
症

、
ク

リ
プ

ト
コ

ッ
ク

ス
症

薬
物

治
療

Ⅱ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

原
虫

・
寄

生
虫

感
染

症
の

薬
、

病
態

、
治

療
】

　
１

）
以

下
の

原
虫

感
染

症
に

つ
い

て
、

治
療

薬
の

薬
理

（
薬

理
作

用
、

機
序

、
主

な
副

作
用

）
、

お
よ

び
病

態
　

　
　

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
 

　
　

　
マ

ラ
リ

ア
、

ト
キ

ソ
プ

ラ
ズ

マ
症

、
ト

リ
コ

モ
ナ

ス
症

、
ア

メ
ー

バ
赤

痢
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
以

下
の

寄
生

虫
感

染
症

に
つ

い
て

、
治

療
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
）

、
お

よ
び

　
　

　
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
回

虫
症

、
蟯

虫
症

、
ア

ニ
サ

キ
ス

症
薬

物
治

療
Ⅱ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑦

悪
性

腫
瘍

】

　
１

）
腫

瘍
の

定
義

（
良

性
腫

瘍
と

悪
性

腫
瘍

の
違

い
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

以
下

の
項

目
を

概
説

で
き

る
。

　
　

　
組

織
型

分
類

お
よ

び
病

期
分

類
、

悪
性

腫
瘍

の
検

査
（

細
胞

診
、

組
織

診
、

画
像

診
断

、
腫

瘍
マ

ー
カ

ー
　

　
　

（
腫

瘍
関

連
の

変
異

遺
伝

子
、

遺
伝

子
産

物
を

含
む

）
）

、
悪

性
腫

瘍
の

疫
学

（
が

ん
罹

患
の

現
状

お
よ

び
　

　
　

が
ん

死
亡

の
現

状
）

、
悪

性
腫

瘍
の

リ
ス

ク
お

よ
び

予
防

要
因

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
悪

性
腫

瘍
の

治
療

に
お

け
る

薬
物

治
療

の
位

置
づ

け
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑧

悪
性

腫
瘍

の
薬

、
病

態
、

治
療

】

　
１

）
以

下
の

抗
悪

性
腫

瘍
薬

の
薬

理
（

薬
理

作
用

、
機

序
、

主
な

副
作

用
、

相
互

作
用

、
組

織
移

行
性

）
お

よ
び

　
　

　
臨

床
適

用
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
ア

ル
キ

ル
化

薬
、

代
謝

拮
抗

薬
、

抗
腫

瘍
抗

生
物

質
、

微
小

管
阻

害
薬

、
ト

ポ
イ

ソ
メ

ラ
ー

ゼ
阻

害
薬

、
　

　
　

抗
腫

瘍
ホ

ル
モ

ン
関

連
薬

、
白

金
製

剤
、

分
子

標
的

治
療

薬
、

そ
の

他
の

抗
悪

性
腫

瘍
薬

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
に

対
す

る
耐

性
獲

得
機

構
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
の

主
な

副
作

用
（

下
痢

、
悪

心
・

嘔
吐

、
白

血
球

減
少

、
皮

膚
障

害
（

手
足

症
候

群
を

含
む

）
、

　
　

　
血

小
板

減
少

等
）

の
軽

減
の

た
め

の
対

処
法

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
代

表
的

な
が

ん
化

学
療

法
の

レ
ジ

メ
ン

（
F
O
L
F
O
X
等

）
に

つ
い

て
、

構
成

薬
物

お
よ

び
そ

の
役

割
、

副
作

用
、

　
　

　
対

象
疾

患
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

白
血

病
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
　

　
　

急
性

（
慢

性
）

骨
髄

性
白

血
病

、
急

性
（

慢
性

）
リ

ン
パ

性
白

血
病

、
成

人
T
細

胞
白

血
病

（
A
T
L
）

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
悪

性
リ

ン
パ

腫
お

よ
び

多
発

性
骨

髄
腫

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

　
　

　
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
骨

肉
腫

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
以

下
の

消
化

器
系

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

　
　

　
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
胃

癌
、

食
道

癌
、

肝
癌

、
大

腸
癌

、
胆

囊
・

胆
管

癌
、

膵
癌

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
肺

癌
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

以
下

の
頭

頸
部

お
よ

び
感

覚
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
　

　
　

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
脳

腫
瘍

、
網

膜
芽

細
胞

腫
、

喉
頭

、
咽

頭
、

鼻
腔

・
副

鼻
腔

、
口

腔
の

悪
性

腫
瘍

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
1
1
）

以
下

の
生

殖
器

の
悪

性
腫

瘍
に

つ
い

て
、

病
態

（
病

態
生

理
、

症
状

等
）

・
薬

物
治

療
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

　
　

　
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
前

立
腺

癌
、

子
宮

癌
、

卵
巣

癌
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

腎
・

尿
路

系
の

悪
性

腫
瘍

（
腎

癌
、

膀
胱

癌
）

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

　
　

　
（

医
薬

品
の

選
択

等
）

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
3
）

乳
癌

に
つ

い
て

、
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
・

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
実

践
実

務
の

薬
物

治
療

(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑨

が
ん

終
末

期
医

療
と

緩
和

ケ
ア

】

　
１

）
が

ん
終

末
期

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
と

治
療

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
Ⅴ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
が

ん
性

疼
痛

の
病

態
（

病
態

生
理

、
症

状
等

）
と

薬
物

治
療

（
医

薬
品

の
選

択
等

）
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅴ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
(
選

)
薬

学
特

別
演

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑩

化
学

構
造

と
薬

効
】

　
１

）
病

原
微

生
物

・
悪

性
新

生
物

が
関

わ
る

疾
患

に
用

い
ら

れ
る

代
表

的
な

薬
物

の
基

本
構

造
と

薬
効

（
薬

理
・

　
　

　
薬

物
動

態
）

の
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

Ⅱ
／

Ⅴ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
８

）
バ

イ
オ

・
細

胞
医

薬
品

と
ゲ

ノ
ム

情
報

【
①

組
換

え
体

医
薬

品
】

　
１

）
組

換
え

体
医

薬
品

の
特

色
と

有
用

性
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
組

換
え

体
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
組

換
え

体
医

薬
品

の
安

全
性

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

遺
伝

子
治

療
】

　
１

）
遺

伝
子

治
療

の
原

理
、

方
法

と
手

順
、

現
状

、
お

よ
び

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

細
胞

、
組

織
を

利
用

し
た

移
植

医
療

】

　
１

）
移

植
医

療
の

原
理

、
方

法
と

手
順

、
現

状
お

よ
び

ゲ
ノ

ム
情

報
の

取
り

扱
い

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
点

を
概

説
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
摘

出
お

よ
び

培
養

組
織

を
用

い
た

移
植

医
療

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
臍

帯
血

、
末

梢
血

お
よ

び
骨

髄
に

由
来

す
る

血
液

幹
細

胞
を

用
い

た
移

植
医

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
胚

性
幹

細
胞

（
E
S
細

胞
）

、
人

工
多

能
性

幹
細

胞
（

i
P
S
細

胞
）

を
用

い
た

細
胞

移
植

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

(
選

)
応

用
免

疫
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
９

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

　
１

）
地

域
に

お
け

る
疾

病
予

防
、

健
康

維
持

増
進

、
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
た

め
に

薬
剤

師
が

果
た

す
役

割
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
要

指
導

医
薬

品
お

よ
び

一
般

用
医

薬
品

（
リ

ス
ク

の
程

度
に

応
じ

た
区

分
（

第
一

類
、

第
二

類
、

第
三

類
）

も
　

　
　

含
む

）
に

つ
い

て
説

明
し

、
各

分
類

に
含

ま
れ

る
代

表
的

な
製

剤
を

列
挙

で
き

る
。

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
症

候
に

つ
い

て
、

関
連

す
る

頻
度

の
高

い
疾

患
、

見
逃

し
て

は
い

け
な

い
疾

患
を

列
挙

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

の
選

択
、

受
診

勧
奨

の
要

否
を

判
断

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

を
収

集
　

　
　

で
き

る
。

（
技

能
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
以

下
の

疾
患

・
症

候
に

対
す

る
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

に
用

い
る

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
等

に
　

　
　

含
ま

れ
る

成
分

・
作

用
・

副
作

用
を

列
挙

で
き

る
。

　
　

　
発

熱
、

痛
み

、
か

ゆ
み

、
消

化
器

症
状

、
呼

吸
器

症
状

、
ア

レ
ル

ギ
ー

、
細

菌
・

真
菌

感
染

症
、

生
活

習
慣

病
　

等

薬
学

と
社

会
Ⅱ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
主

な
養

生
法

（
運

動
・

食
事

療
法

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健

機
能

食
品

を
含

む
）

と
そ

の
健

康
の

保
持

・
促

進
　

　
　

に
お

け
る

意
義

を
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

と
医

療
用

医
薬

品
、

サ
プ

リ
メ

ン
ト

、
保

健
機

能
食

品
等

と
の

代
表

的
な

　
　

　
相

互
作

用
を

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
要

指
導

医
薬

品
・

一
般

用
医

薬
品

等
に

よ
る

治
療

効
果

と
副

作
用

を
判

定
す

る
た

め
の

情
報

を
収

集
し

評
価

　
　

　
で

き
る

。
（

技
能

）
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
1
0
）

医
療

の
中

の
漢

方
薬



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
①

漢
方

薬
の

基
礎

】

　
１

）
漢

方
の

特
徴

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
以

下
の

漢
方

の
基

本
用

語
を

説
明

で
き

る
。

 
　

　
　

陰
陽

、
虚

実
、

寒
熱

、
表

裏
、

気
血

水
、

証
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
配

合
生

薬
の

組
み

合
わ

せ
に

よ
る

漢
方

薬
の

系
統

的
な

分
類

が
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
漢

方
薬

と
西

洋
薬

、
民

間
薬

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

保
健

機
能

食
品

な
ど

と
の

相
違

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

漢
方

薬
の

応
用

】

　
１

）
漢

方
医

学
に

お
け

る
診

断
法

、
体

質
や

病
態

の
捉

え
方

、
治

療
法

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅰ
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
日

本
薬

局
方

に
収

載
さ

れ
る

漢
方

薬
の

適
応

と
な

る
証

、
症

状
や

疾
患

に
つ

い
て

例
示

し
て

説
明

で
き

る
。

天
然

資
源

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
現

代
医

療
に

お
け

る
漢

方
薬

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

漢
方

薬
の

注
意

点
】

　
１

）
漢

方
薬

の
副

作
用

と
使

用
上

の
注

意
点

を
例

示
し

て
説

明
で

き
る

。
天

然
資

源
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
1
1
）

薬
物

治
療

の
最

適
化

【
①

総
合

演
習

】

　
１

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
つ

い
て

、
患

者
情

報
お

よ
び

医
薬

品
情

報
な

ど
の

情
報

に
基

づ
い

て
薬

物
治

療
の

　
　

　
最

適
化

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
過

剰
量

の
医

薬
品

に
よ

る
副

作
用

へ
の

対
応

（
解

毒
薬

を
含

む
）

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
長

期
療

養
に

付
随

す
る

合
併

症
を

列
挙

し
、

そ
の

薬
物

治
療

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

E
3
 
薬

物
治

療
に

役
立

つ
情

報

（
１

）
医

薬
品

情
報

【
①

情
報

】

　
１

）
医

薬
品

を
使

用
し

た
り

取
り

扱
う

上
で

、
必

須
の

医
薬

品
情

報
を

列
挙

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
関

わ
っ

て
い

る
職

種
を

列
挙

し
、

そ
の

役
割

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

（
後

発
医

薬
品

等
を

含
む

）
の

開
発

過
程

で
行

わ
れ

る
試

験
（

非
臨

床
試

験
、

臨
床

試
験

、
安

定
性

　
　

　
試

験
等

）
と

得
ら

れ
る

医
薬

品
情

報
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
(
選

)
治

験
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

の
市

販
後

に
行

わ
れ

る
調

査
・

試
験

と
得

ら
れ

る
医

薬
品

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

(
選

)
治

験
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
医

薬
品

情
報

に
関

係
す

る
代

表
的

な
法

律
・

制
度

（
「

医
薬

品
、

医
療

機
器

等
の

品
質

、
有

効
性

及
び

安
全

性
　

　
　

の
確

保
等

に
関

す
る

法
律

」
、

G
C
P
、

G
V
P
、

G
P
S
P
、

R
M
P
 
な

ど
）

と
レ

ギ
ュ

ラ
ト

リ
ー

サ
イ

エ
ン

ス
に

つ
い

て
　

　
　

概
説

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

(
選
)
医
薬
品
等
に
関
わ
る
規
制
調
和
と
国
際
標
準

(
選

)
治

験
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

情
報

源
】

　
１

）
医

薬
品

情
報

源
の

一
次

資
料

、
二

次
資

料
、

三
次

資
料

の
分

類
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
医

薬
品

情
報

源
と

し
て

代
表

的
な

二
次

資
料

、
三

次
資

料
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

特
徴

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
厚

生
労

働
省

、
医

薬
品

医
療

機
器

総
合

機
構

、
製

薬
企

業
な

ど
の

発
行

す
る

資
料

を
列

挙
し

、
概

説
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

添
付

文
書

（
医

療
用

、
一

般
用

）
の

法
的

位
置

づ
け

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
医

薬
品

添
付

文
書

（
医

療
用

、
一

般
用

）
の

記
載

項
目

（
警

告
、

禁
忌

、
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
使

用
　

　
　

上
の

注
意

な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
れ

ら
の

意
味

や
記

載
す

べ
き

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
医

薬
品

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

フ
ォ

ー
ム

の
位

置
づ

け
と

医
薬

品
添

付
文

書
と

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

収
集

・
評

価
・

加
工

・
提

供
・

管
理

】

　
１

）
目

的
（

効
能

効
果

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

薬
剤

鑑
別

、
妊

婦
へ

の
投

与
、

中
毒

な
ど

）
に

合
っ

た
適

切
な

　
　

　
情

報
源

を
選

択
し

、
必

要
な

情
報

を
検

索
、

収
集

で
き

る
。

（
技

能
）

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
M
E
D
L
I
N
E
な

ど
の

医
学

・
薬

学
文

献
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
検

索
に

お
け

る
キ

ー
ワ

ー
ド

、
シ

ソ
ー

ラ
ス

の
重

要
性

を
　

　
　

理
解

し
、

検
索

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

情
報

の
信

頼
性

、
科

学
的

妥
当

性
な

ど
を

評
価

す
る

際
に

必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
４

）
臨

床
試

験
な

ど
の

原
著

論
文

お
よ

び
三

次
資

料
に

つ
い

て
医

薬
品

情
報

の
質

を
評

価
で

き
る

。
（

技
能

）
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
医

薬
品

情
報

を
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

て
加

工
・

提
供

し
管

理
す

る
際

の
方

法
と

注
意

点
（

知
的

所
有

権
、

守
秘

　
　

　
義

務
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

E
B
M
（

E
v
i
d
e
n
c
e
-
b
a
s
e
d
 
M
e
d
i
c
i
n
e
）

】

 
 
１

）
E
B
M
の

基
本

概
念

と
実

践
の

プ
ロ

セ
ス

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
２

）
代

表
的

な
臨

床
研

究
法

（
ラ

ン
ダ

ム
化

比
較

試
験

、
コ

ホ
ー

ト
研

究
、

ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
研

究
な

ど
）

　
　

　
の

長
所

と
短

所
を

挙
げ

、
そ

れ
ら

の
エ

ビ
デ

ン
ス

レ
ベ

ル
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
臨

床
研

究
論

文
の

批
判

的
吟

味
に

必
要

な
基

本
的

項
目

を
列

挙
し

、
内

的
妥

当
性

（
研

究
結

果
の

正
確

度
や

　
　

　
再

現
性

）
と

外
的

妥
当

性
（

研
究

結
果

の
一

般
化

の
可

能
性

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
　

　
 
（

E
3
（

1
）

【
③

収
集

・
評

価
・

加
 
工

・
提

供
・

管
理

】
参

照
）

患
者

・
医

薬
品

情
報

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
メ

タ
ア

ナ
リ

シ
ス

の
概

念
を

理
解

し
、

結
果

を
説

明
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
⑤

生
物

統
計

】

　
１

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
基

本
的

な
統

計
量

（
平

均
値

、
中

央
値

、
標

準
偏

差
、

標
準

誤
差

、
信

頼
区

間
な

ど
）

　
　

　
の

意
味

と
違

い
を

説
明

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
帰

無
仮

説
の

概
念

お
よ

び
検

定
と

推
定

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
分

布
（

正
規

分
布

、
ｔ

分
布

、
二

項
分

布
、

ポ
ア

ソ
ン

分
布

、
χ

2
分

布
、

F
分

布
）

に
つ

い
て

　
　

　
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
主

な
パ

ラ
メ

ト
リ

ッ
ク

検
定

と
ノ

ン
パ

ラ
メ

ト
リ

ッ
ク

検
定

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
使

い
分

け
を

説
明

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
二

群
間

の
差

の
検

定
（

ｔ
検

定
、

χ
2
検

定
な

ど
）

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
主

な
回

帰
分

析
（

直
線

回
帰

、
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

回
帰

な
ど

）
と

相
関

係
数

の
検

定
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
(
選

)
一

般
統

計
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
基

本
的

な
生

存
時

間
解

析
法

（
カ

プ
ラ

ン
・

マ
イ

ヤ
ー

曲
線

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

臨
床

研
究

デ
ザ

イ
ン

と
解

析
】

　
１

）
臨

床
研

究
（

治
験

を
含

む
）

の
代

表
的

な
手

法
（

介
入

研
究

、
観

察
研

究
）

を
列

挙
し

、
そ

れ
ら

の
特

徴
を

　
　

　
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
臨

床
研

究
に

お
け

る
バ

イ
ア

ス
・

交
絡

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
観

察
研

究
で

の
主

な
疫

学
研

究
デ

ザ
イ

ン
（

症
例

報
告

、
症

例
集

積
、

コ
ホ

ー
ト

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

　
　

　
研

究
、

ネ
ス

テ
ッ

ド
ケ

ー
ス

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

研
究

、
ケ

ー
ス

コ
ホ

ー
ト

研
究

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
副

作
用

の
因

果
関

係
を

評
価

す
る

た
め

の
方

法
（

副
作

用
判

定
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
な

ど
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
優

越
性

試
験

と
非

劣
性

試
験

の
違

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
介

入
研

究
の

計
画

上
の

技
法

（
症

例
数

設
定

、
ラ

ン
ダ

ム
化

、
盲

検
化

な
ど

）
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
バ

イ
オ

ス
タ

テ
ィ

ス
テ

ィ
ク

ス
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
統

計
解

析
時

の
注

意
点

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
介

入
研

究
の

効
果

指
標

（
真

の
エ

ン
ド

ポ
イ

ン
ト

と
代

用
の

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
、

主
要

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
と

　
　

　
副

次
的

エ
ン

ド
ポ

イ
ン

ト
）

の
違

い
を

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
臨

床
研

究
の

結
果

（
有

効
性

、
安

全
性

）
の

主
な

パ
ラ

メ
ー

タ
（

相
対

リ
ス

ク
、

相
対

リ
ス

ク
減

少
、

絶
対

　
　

　
リ

ス
ク

、
絶

対
リ

ス
ク

減
少

、
治

療
必

要
数

、
オ

ッ
ズ

比
、

発
生

率
、

発
生

割
合

）
を

説
明

し
、

計
算

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑦

医
薬

品
の

比
較

・
評

価
】

　
１

）
病

院
や

薬
局

に
お

い
て

医
薬

品
を

採
用

・
選

択
す

る
際

に
検

討
す

べ
き

項
目

を
列

挙
し

、
そ

の
意

義
を

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
医

薬
品

情
報

に
も

と
づ

い
て

、
代

表
的

な
同

種
同

効
薬

の
有

効
性

や
安

全
性

に
つ

い
て

比
較

・
評

価
で

き
る

。
　

　
　

（
技

能
）

患
者

・
医

薬
品

情
報

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

情
報

に
も

と
づ

い
て

、
先

発
医

薬
品

と
後

発
医

薬
品

の
品

質
、

安
全

性
、

経
済

性
な

ど
に

つ
い

て
、

　
　

　
比

較
・

評
価

で
き

る
。

（
技

能
）

患
者

・
医

薬
品

情
報

バ
イ

オ
ス

タ
テ

ィ
ス

テ
ィ

ク
ス

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
患

者
情

報

【
①

情
報

と
情

報
源

】

　
１

）
薬

物
治

療
に

必
要

な
患

者
基

本
情

報
を

列
挙

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
患

者
情

報
源

の
種

類
を

列
挙

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
違

い
を

説
明

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

収
集

・
評

価
・

管
理

】

　
１

）
問

題
志

向
型

シ
ス

テ
ム

（
P
O
S
）

を
説

明
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
S
O
A
P
形

式
な

ど
の

患
者

情
報

の
記

録
方

法
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
医

薬
品

の
効

果
や

副
作

用
を

評
価

す
る

た
め

に
必

要
な

患
者

情
報

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

患
者

・
医

薬
品

情
報

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
患

者
情

報
の

取
扱

い
に

お
け

る
守

秘
義

務
と

管
理

の
重

要
性

を
説

明
で

き
る

。
　

　
 
（

A
（

2
）

【
③

患
者

の
権

利
】

参
照

）
患

者
・

医
薬

品
情

報
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
３

）
個

別
化

医
療

【
①

遺
伝

的
素

因
】

　
１

）
薬

物
の

主
作

用
お

よ
び

副
作

用
に

影
響

す
る

代
表

的
な

遺
伝

的
素

因
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
薬

物
動

態
に

影
響

す
る

代
表

的
な

遺
伝

的
素

因
（

薬
物

代
謝

酵
素

・
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

遺
伝

子
変

異
な

ど
）

　
　

　
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
遺

伝
的

素
因

を
考

慮
し

た
薬

物
治

療
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

年
齢

的
要

因
】

　
１

）
低

出
生

体
重

児
、

新
生

児
、

乳
児

、
幼

児
、

小
児

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

　
　

　
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
高

齢
者

に
お

け
る

薬
物

動
態

と
、

薬
物

治
療

で
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

臓
器

機
能

低
下

】

　
１

）
腎

疾
患

・
腎

機
能

低
下

時
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
肝

疾
患

・
肝

機
能

低
下

時
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
心

臓
疾

患
を

伴
っ

た
患

者
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
・

投
与

設
計

に
お

い
て

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

そ
の

他
の

要
因

】

　
１

）
薬

物
の

効
果

に
影

響
す

る
生

理
的

要
因

（
性

差
、

閉
経

、
日

内
変

動
な

ど
）

を
列

挙
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
妊

娠
・

授
乳

期
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
生

殖
・

妊
娠

・
授

乳
期

の
薬

物
治

療
で

注
意

す
べ

き
点

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
治

療
の

個
別

化
・

最
適

化
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
栄

養
状

態
の

異
な

る
患

者
（

肥
満

、
低

ア
ル

ブ
ミ

ン
血

症
、

腹
水

な
ど

）
に

お
け

る
薬

物
動

態
と

、
薬

物
治

療
で

　
　

　
注

意
す

べ
き

点
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

個
別

化
医

療
の

計
画

・
立

案
】

　
１

）
個

別
の

患
者

情
報

（
遺

伝
的

素
因

、
年

齢
的

要
因

、
臓

器
機

能
な

ど
）

と
医

薬
品

情
報

を
も

と
に

、
薬

物
治

療
を

　
　

　
計

画
・

立
案

で
き

る
。

（
技

能
）

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
コ

ン
パ

ニ
オ

ン
診

断
に

も
と

づ
く

薬
物

治
療

に
つ

い
て

、
例

を
挙

げ
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

治
療

の
個

別
化

・
最

適
化

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

E
4
 
薬

の
生

体
内

運
命

（
１

）
薬

物
の

体
内

動
態

【
①

生
体

膜
透

過
】

　
１

）
薬

物
の

生
体

膜
透

過
に

お
け

る
単

純
拡

散
、

促
進

拡
散

お
よ

び
能

動
輸

送
の

特
徴

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

物
の

生
体

膜
透

過
に

関
わ

る
ト

ラ
ン

ス
ポ

ー
タ

ー
の

例
を

挙
げ

、
そ

の
特

徴
と

薬
物

動
態

に
お

け
る

役
割

を
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

吸
収

】

　
１

）
経

口
投

与
さ

れ
た

薬
物

の
吸

収
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
非

経
口

的
に

投
与

さ
れ

る
薬

物
の

吸
収

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

吸
収

に
影

響
す

る
因

子
（

薬
物

の
物

性
、

生
理

学
的

要
因

な
ど

）
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
薬

物
の

吸
収

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
初

回
通

過
効

果
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

分
布

】

　
１

）
薬

物
が

結
合

す
る

代
表

的
な

血
漿

タ
ン

パ
ク

質
を

挙
げ

、
タ

ン
パ

ク
結

合
の

強
い

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

物
の

組
織

移
行

性
（

分
布

容
積

）
と

血
漿

タ
ン

パ
ク

結
合

な
ら

び
に

組
織

結
合

と
の

関
係

を
、

定
量

的
　

　
　

に
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

タ
ン

パ
ク

結
合

お
よ

び
結

合
阻

害
の

測
定

・
解

析
方

法
を

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
血

液
－

組
織

関
門

の
構

造
・

機
能

と
、

薬
物

の
脳

や
胎

児
等

へ
の

移
行

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

リ
ン

パ
お

よ
び

乳
汁

中
へ

の
移

行
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
薬

物
の

分
布

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

【
④

代
謝

】

　
１

）
代

表
的

な
薬

物
代

謝
酵

素
を

列
挙

し
、

そ
の

代
謝

反
応

が
起

こ
る

組
織

な
ら

び
に

細
胞

内
小

器
官

、
反

応
様

式
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

物
代

謝
の

第
Ⅰ

相
反

応
（

酸
化

・
還

元
・

加
水

分
解

）
、

第
Ⅱ

相
反

応
（

抱
合

）
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
薬

物
代

謝
酵

素
（

分
子

種
）

に
よ

り
代

謝
さ

れ
る

薬
物

を
列

挙
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
プ

ロ
ド

ラ
ッ

グ
と

活
性

代
謝

物
に

つ
い

て
、

例
を

挙
げ

て
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
薬

物
代

謝
酵

素
の

阻
害

お
よ

び
誘

導
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

、
そ

れ
ら

に
関

連
し

て
起

こ
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

、
　

　
　

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
⑤

排
泄

】

　
１

）
薬

物
の

尿
中

排
泄

機
構

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
腎

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

と
、

糸
球

体
ろ

過
、

分
泌

、
再

吸
収

の
関

係
を

定
量

的
に

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
代

表
的

な
腎

排
泄

型
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
薬

物
の

胆
汁

中
排

泄
と

腸
肝

循
環

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
薬

物
の

排
泄

過
程

に
お

け
る

相
互

作
用

に
つ

い
て

例
を

挙
げ

、
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
薬

物
動

態
の

解
析

【
①

薬
物

速
度

論
】

　
１

）
線

形
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

と
、

関
連

す
る

薬
物

動
態

パ
ラ

メ
ー

タ
（

全
身

ク
リ

ア
ラ

ン
ス

、
分

布
容

積
、

　
　

　
消

失
半

減
期

、
生

物
学

的
利

用
能

な
ど

）
の

概
念

を
説

明
で

き
る

。
薬

物
動

態
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
線

形
１

－
コ

ン
パ

ー
ト

メ
ン

ト
モ

デ
ル

に
基

づ
い

た
解

析
が

で
き

る
（

急
速

静
注

・
経

口
投

与
［

単
回

お
よ

び
　

　
　

反
復

 
投

与
］

、
定

速
静

注
）

。
（

知
識

、
技

能
）

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
体

内
動

態
が

非
線

形
性

を
示

す
薬

物
の

例
を

挙
げ

、
非

線
形

モ
デ

ル
に

基
づ

い
た

解
析

が
で

き
る

。
（

知
識

、
　

　
　

技
能

）
薬

物
動

態
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
モ

ー
メ

ン
ト

解
析

の
意

味
と

、
関

連
す

る
パ

ラ
メ

ー
タ

の
計

算
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
組

織
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
（

肝
、

腎
）

お
よ

び
固

有
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
の

意
味

と
、

そ
れ

ら
の

関
係

に
つ

い
て

、
数

式
　

　
　

を
使

っ
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
薬

物
動

態
学

－
薬

力
学

解
析

（
P
K
-
P
D
解

析
）

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

T
D
M
 
(
T
h
e
r
a
p
e
u
t
i
c
 
D
r
u
g
 
M
o
n
i
t
o
r
i
n
g
)
と

投
与

設
計

】

　
１

）
治

療
薬

物
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
（

T
D
M
）

の
意

義
を

説
明

し
、

T
D
M
が

有
効

な
薬

物
を

列
挙

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
T
D
M
を

行
う

際
の

採
血

ポ
イ

ン
ト

、
試

料
の

取
り

扱
い

、
測

定
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

物
動

態
パ

ラ
メ

ー
タ

を
用

い
て

患
者

ご
と

の
薬

物
投

与
設

計
が

で
き

る
。

（
知

識
、

技
能

）
薬

物
動

態
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
ポ

ピ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
フ

ァ
ー

マ
コ

キ
ネ

テ
ィ

ク
ス

の
概

念
と

応
用

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

薬
物

動
態

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

E
5
 
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

（
１

）
製

剤
の

性
質

【
①

固
形

材
料

】

　
１

）
粉

体
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
結

晶
（

安
定

形
お

よ
び

準
安

定
形

）
や

非
晶

質
、

無
水

物
や

水
和

物
の

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅰ

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
固

形
材

料
の

溶
解

現
象

（
溶

解
度

、
溶

解
平

衡
な

ど
）

や
溶

解
し

た
物

質
の

拡
散

と
溶

解
速

度
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

　
　

　
（

C
2
（

2
）

【
①

酸
・

塩
基

平
衡

】
1
.
及

び
【

②
各

種
の

化
学

平
衡

】
2
.
参

照
）

物
理

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
固

形
材

料
の

溶
解

に
影

響
を

及
ぼ

す
因

子
（

p
H
や

温
度

な
ど

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
物

理
系

実
習

Ⅰ
物

理
系

実
習

Ⅱ
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
５

）
固

形
材

料
の

溶
解

度
や

溶
解

速
度

を
高

め
る

代
表

的
な

製
剤

的
手

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

半
固

形
・

液
状

材
料

】

　
１

）
流

動
と

変
形

（
レ

オ
ロ

ジ
ー

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
高

分
子

の
構

造
と

高
分

子
溶

液
の

性
質

（
粘

度
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

分
散

系
材

料
】

　
１

）
界

面
の

性
質

（
界

面
張

力
、

分
配

平
衡

、
吸

着
な

ど
）

や
代

表
的

な
界

面
活

性
剤

の
種

類
と

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
　

　
　

（
C
2
（

2
）

【
②

各
種

の
化

学
平

衡
】

4
.
参

照
）

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
分

散
系

（
分

子
集

合
体

、
コ

ロ
イ

ド
、

乳
剤

、
懸

濁
剤

な
ど

）
を

列
挙

し
、

そ
の

性
質

に
つ

い
て

　
　

　
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
分

散
し

た
粒

子
の

安
定

性
と

分
離

現
象

（
沈

降
な

ど
）

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
分

散
安

定
性

を
高

め
る

代
表

的
な

製
剤

的
手

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
臨

床
を

支
え

る
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

薬
物

及
び

製
剤

材
料

の
物

性
】

　
１

）
製

剤
分

野
で

汎
用

さ
れ

る
高

分
子

の
構

造
を

理
解

し
、

そ
の

物
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
薬

物
の

安
定

性
（

反
応

速
度

、
複

合
反

応
な

ど
）

や
安

定
性

に
影

響
を

及
ぼ

す
因

子
（

p
H
、

温
度

な
ど

）
　

　
　

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

C
1
（

3
）

【
①

反
応

速
度

】
1
.
～

7
.
参

照
）

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
薬

物
の

安
定

性
を

高
め

る
代

表
的

な
製

剤
的

手
法

を
列

挙
し

、
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
２

）
製

剤
設

計

【
①

代
表

的
な

製
剤

】

　
１

）
製

剤
化

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅰ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
経

口
投

与
す

る
製

剤
の

種
類

と
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅰ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
粘

膜
に

適
用

す
る

製
剤

（
点

眼
剤

、
吸

入
剤

な
ど

）
の

種
類

と
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
注

射
に

よ
り

投
与

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

(
選

)
実

践
薬

剤
学

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
皮

膚
に

適
用

す
る

製
剤

の
種

類
と

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
そ

の
他

の
製

剤
（

生
薬

関
連

製
剤

、
透

析
に

用
い

る
製

剤
な

ど
）

の
種

類
と

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

製
剤

化
と

製
剤

試
験

法
】

　
１

）
代

表
的

な
医

薬
品

添
加

物
の

種
類

・
用

途
・

性
質

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
製

剤
化

の
単

位
操

作
、

汎
用

さ
れ

る
製

剤
機

械
お

よ
び

代
表

的
な

製
剤

の
具

体
的

な
製

造
工

程
に

つ
い

て
　

　
　

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
汎

用
さ

れ
る

容
器

、
包

装
の

種
類

や
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
製

剤
に

関
連

す
る

試
験

法
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

物
理

系
実

習
Ⅱ

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

生
物

学
的

同
等

性
】

　
１

）
製

剤
の

特
性

（
適

用
部

位
、

製
剤

か
ら

の
薬

物
の

放
出

性
な

ど
）

を
理

解
し

た
上

で
、

生
物

学
的

同
等

性
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
D
D
S
（

D
r
u
g
 
D
e
l
i
v
e
r
y
 
S
y
s
t
e
m
：

薬
物

送
達

シ
ス

テ
ム

）

【
①

D
D
S
 
の

必
要

性
】

　
１

）
D
D
S
の

概
念

と
有

用
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
代

表
的

な
D
D
S
技

術
を

列
挙

し
、

説
明

で
き

る
。

　
　

　
（

プ
ロ

ド
ラ

ッ
グ

に
つ

い
て

は
、

E
4
(
1
)
【

④
代

謝
】

4
.
も

参
照

）
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

ド
リ

リ
ー

ス
（

放
出

制
御

）
】

　
１

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
　

　
　

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ド

リ
リ

ー
ス

技
術

を
適

用
し

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

タ
ー

ゲ
テ

ィ
ン

グ
（

標
的

指
向

化
）

】

　
１

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

の
概

要
と

意
義

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
列

挙
し

、
そ

の
特

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
タ

ー
ゲ

テ
ィ

ン
グ

技
術

を
適

用
し

た
代

表
的

な
医

薬
品

を
列

挙
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

吸
収

改
善

】

　
１

）
吸

収
改

善
の

概
要

と
意

義
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
製

剤
化

の
サ

イ
エ

ン
ス

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
投

与
部

位
ご

と
に

、
代

表
的

な
吸

収
改

善
技

術
を

列
挙

し
、

そ
の

特
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
吸

収
改

善
技

術
を

適
用

し
た

代
表

的
な

医
薬

品
を

列
挙

で
き

る
。

製
剤

化
の

サ
イ

エ
ン

ス
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

F
　

薬
学

臨
床

　
　
　
前
）
：
病
院
・
薬
局
で
の
実
務
実
習
履
修
前
に
修
得
す
べ
き
事
項

（
１

）
薬

学
臨

床
の

基
礎

【
①

早
期

臨
床

体
験

】
 
※

原
則

と
し

て
 
2
年

次
修

了
ま

で
に

学
習

す
る

事
項

　
１

）
患

者
・

生
活

者
の

視
点

に
立

っ
て

、
様

々
な

薬
剤

師
の

業
務

を
見

聞
し

、
そ

の
体

験
か

ら
薬

剤
師

業
務

の
　

　
　

重
要

性
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
早

期
臨

床
体

験
学

習
早

期
臨

床
体

験
学

習
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
地

域
の

保
健

・
福

祉
を

見
聞

し
た

具
体

的
体

験
に

基
づ

き
そ

の
重

要
性

や
課

題
を

討
議

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

早
期

臨
床

体
験

学
習

早
期

臨
床

体
験

学
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
一

次
救

命
処

置
（

心
肺

蘇
生

、
外

傷
対

応
等

）
を

説
明

し
、

シ
ミ

ュ
レ

ー
タ

を
用

い
て

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

早
期

臨
床

体
験

学
習

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

臨
床

に
お

け
る

心
構

え
】

〔
Ａ

（
１

）
、

（
２

）
参

照
〕

　
１

）
前

）
医

療
の

担
い

手
が

守
る

べ
き

倫
理

規
範

や
法

令
に

つ
い

て
討

議
す

る
。

（
態

度
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
前

）
患

者
・

生
活

者
中

心
の

医
療

の
視

点
か

ら
患

者
・

生
活

者
の

個
人

情
報

や
自

己
決

定
権

に
配

慮
す

べ
き

　
　

　
個

々
の

対
応

が
で

き
る

。
（

態
度

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
前

）
患

者
・

生
活

者
の

健
康

の
回

復
と

維
持

、
生

活
の

質
の

向
上

に
薬

剤
師

が
積

極
的

に
貢

献
す

る
こ

と
の

　
　

　
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
態

度
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

療
の

担
い

手
が

守
る

べ
き

倫
理

規
範

を
遵

守
し

、
ふ

さ
わ

し
い

態
度

で
行

動
す

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
患

者
・

生
活

者
の

基
本

的
権

利
、

自
己

決
定

権
に

つ
い

て
配

慮
す

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
薬

学
的

管
理

を
実

施
す

る
際

に
、

イ
ン

フ
ォ

ー
ム

ド
・

コ
ン

セ
ン

ト
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

態
度

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
職

務
上

知
り

得
た

情
報

に
つ

い
て

守
秘

義
務

を
遵

守
す

る
。

（
態

度
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

臨
床

実
習

の
基

礎
】

　
１

）
前

）
病

院
・

薬
局

に
お

け
る

薬
剤

師
業

務
全

体
の

流
れ

を
概

説
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
前

）
病

院
・

薬
局

で
薬

剤
師

が
実

践
す

る
薬

学
的

管
理

の
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
前

）
病

院
薬

剤
部

門
を

構
成

す
る

各
セ

ク
シ

ョ
ン

の
業

務
を

列
挙

し
、

そ
の

内
容

と
関

連
を

概
説

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅰ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
前

）
病

院
に

所
属

す
る

医
療

ス
タ

ッ
フ

の
職

種
名

を
列

挙
し

、
そ

の
業

務
内

容
を

相
互

に
関

連
づ

け
て

説
明

　
　

　
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅰ
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
前

）
薬

剤
師

の
関

わ
る

社
会

保
障

制
度

（
医

療
、

福
祉

、
介

護
）

の
概

略
を

説
明

で
き

る
。

　
　

　
〔

Ｂ
（

３
）

①
参

照
〕

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
病

院
に

お
け

る
薬

剤
部

門
の

位
置

づ
け

と
業

務
の

流
れ

に
つ

い
て

他
部

門
と

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の

入
院

治
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
入

院
か

ら
退

院
に

至
る

ま
で

入
院

患
者

の
医

療
に

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
急

性
期

医
療

（
救

急
医

療
・

集
中

治
療

・
外

傷
治

療
等

）
や

周
術

期
医

療
に

お
け

る
適

切
な

薬
学

的
管

理
に

　
　

　
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
1
0
）

周
産

期
医

療
や

小
児

医
療

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
1
）

終
末

期
医

療
や

緩
和

ケ
ア

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

外
来

化
学

療
法

に
お

け
る

適
切

な
薬

学
的

管
理

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

保
険

評
価

要
件

を
薬

剤
師

業
務

と
関

連
付

け
て

概
説

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
4
）

薬
局

に
お

け
る

薬
剤

師
業

務
の

流
れ

を
相

互
に

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
5
）

来
局

者
の

調
剤

に
対

し
て

、
処

方
せ

ん
の

受
付

か
ら

薬
剤

の
交

付
に

至
る

ま
で

継
続

し
て

関
わ

る
こ

と
が

　
　

　
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

（
２

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

く
調

剤

【
①

法
令

・
規

則
等

の
理

解
と

遵
守

】
〔

Ｂ
（

２
）

、
（

３
）

参
照

〕

　
１

）
前

）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
事

項
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

、
疑

義
照

会
等

）
の

意
義

や
取

り
扱

い
を

法
的

根
拠

　
　

　
に

基
づ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学
と
社
会
Ⅱ

医
療
人
と
し
て
の
薬
剤
師

総
合
薬
学
演
習
Ⅰ

事
前
学
習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
調

剤
業

務
に

関
わ

る
法

的
文

書
（

処
方

せ
ん

、
調

剤
録

等
）

の
適

切
な

記
載

と
保

存
・

管
理

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
法

的
根

拠
に

基
づ

き
、

一
連

の
調

剤
業

務
を

適
正

に
実

施
す

る
。

（
技

能
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
保

険
薬

局
と

し
て

必
要

な
条

件
や

設
備

等
を

具
体

的
に

関
連

付
け

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

処
方

せ
ん

と
疑

義
照

会
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

使
用

さ
れ

る
医

薬
品

に
つ

い
て

効
能

・
効

果
、

用
法

・
用

量
、

警
告

・
禁

忌
、

副
作

用
、

　
　

　
相

互
作

用
を

列
挙

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
処

方
オ

ー
ダ

リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
お

よ
び

電
子

カ
ル

テ
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
の

様
式

と
必

要
記

載
事

項
、

記
載

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
前

）
処

方
せ

ん
の

監
査

の
意

義
、

そ
の

必
要

性
と

注
意

点
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
前

）
処

方
せ

ん
を

監
査

し
、

不
適

切
な

処
方

せ
ん

に
つ

い
て

、
そ

の
理

由
が

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
前

）
処

方
せ

ん
等

に
基

づ
き

疑
義

照
会

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
処

方
せ

ん
の

記
載

事
項

（
医

薬
品

名
、

分
量

、
用

法
・

用
量

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
注

射
薬

処
方

せ
ん

の
記

載
事

項
（

医
薬

品
名

、
分

量
、

投
与

速
度

、
投

与
ル

ー
ト

等
）

が
適

切
で

あ
る

か
確

認
　

　
　

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
処

方
せ

ん
の

正
し

い
記

載
方

法
を

例
示

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

薬
歴

、
診

療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

処
方

が
妥

当
で

あ
る

か
判

断
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
1
）

薬
歴

、
診

療
録

、
患

者
の

状
態

か
ら

判
断

し
て

適
切

に
疑

義
照

会
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
③

処
方

せ
ん

に
基

づ
く

医
薬

品
の

調
製

】

　
１

）
前

）
薬

袋
、

薬
札

（
ラ

ベ
ル

）
に

記
載

す
べ

き
事

項
を

適
切

に
記

入
で

き
る

。
（

技
能

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
主

な
医

薬
品

の
成

分
（

一
般

名
）

、
商

標
名

、
剤

形
、

規
格

等
を

列
挙

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
処

方
せ

ん
に

従
っ

て
、

計
数

・
計

量
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
前

）
後

発
医

薬
品

選
択

の
手

順
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
注

射
剤

・
散

剤
・

水
剤

等
の

配
合

変
化

の
あ

る
組

合
せ

と
そ

の
理

由
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
前

）
無

菌
操

作
の

原
理

を
説

明
し

、
基

本
的

な
無

菌
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
前

）
抗

悪
性

腫
瘍

薬
な

ど
の

取
扱

い
に

お
け

る
ケ

ミ
カ

ル
ハ

ザ
ー

ド
回

避
の

基
本

的
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
前

）
処

方
せ

ん
に

基
づ

き
調

剤
さ

れ
た

薬
剤

の
監

査
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
主

な
医

薬
品

の
一

般
名

・
剤

形
・

規
格

か
ら

該
当

す
る

製
品

を
選

択
で

き
る

。
（

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
0
）

適
切

な
手

順
で

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
1
1
）

処
方

せ
ん

に
従

っ
て

計
数

・
計

量
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

錠
剤

の
粉

砕
、

お
よ

び
カ

プ
セ

ル
剤

の
開

封
の

可
否

を
判

断
し

、
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
3
）

一
回

量
(
一

包
化

）
調

剤
の

必
要

性
を

判
断

し
、

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
4
）

注
射

処
方

せ
ん

に
従

っ
て

注
射

薬
調

剤
が

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
5
）

注
射

剤
・

散
剤

・
水

剤
等

の
配

合
変

化
に

関
し

て
実

施
さ

れ
て

い
る

回
避

方
法

を
列

挙
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
6
）

注
射

剤
（

高
カ

ロ
リ

ー
輸

液
等

）
の

無
菌

的
混

合
操

作
を

実
施

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
7
）

抗
悪

性
腫

瘍
薬

な
ど

の
取

扱
い

に
お

け
る

ケ
ミ

カ
ル

ハ
ザ

ー
ド

回
避

の
手

技
を

実
施

で
き

る
。

　
　

　
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
8
）

特
別

な
注

意
を

要
す

る
医

薬
品

（
劇

薬
・

毒
薬

・
麻

薬
・

向
精

神
薬

・
抗

悪
性

腫
瘍

薬
等

）
の

調
剤

と
適

切
な

　
　

　
取

扱
い

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
9
）

調
製

さ
れ

た
薬

剤
に

対
し

て
、

監
査

が
実

施
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

患
者

・
来

局
者

応
対

、
服

薬
指

導
、

患
者

教
育

】

 
 
１

）
前

）
適

切
な

態
度

で
、

患
者

・
来

局
者

と
応

対
で

き
る

。
（

態
度

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

へ
の

応
対

や
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

配
慮

す
べ

き
事

項
を

　
　

　
具

体
的

に
列

挙
で

き
る

。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
患

者
・

来
局

者
か

ら
、

必
要

な
情

報
（

症
状

、
心

理
状

態
、

既
往

歴
、

生
活

習
慣

、
ア

レ
ル

ギ
ー

歴
、

薬
歴

、
　

　
　

副
作

用
歴

等
）

を
適

切
な

手
順

で
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

、
主

な
医

薬
品

の
効

能
・

効
果

、
用

法
・

用
量

、
警

告
・

禁
忌

、
副

作
用

、
相

互
作

用
、

　
　

　
保

管
方

法
等

に
つ

い
て

適
切

に
説

明
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
い

て
注

意
す

べ
き

生
活

指
導

項
目

を
列

挙
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
前

）
患

者
・

来
局

者
に

使
用

上
の

説
明

が
必

要
な

製
剤

（
眼

軟
膏

、
坐

剤
、

吸
入

剤
、

自
己

注
射

剤
等

）
の

取
扱

い
　

　
　

方
法

を
説

明
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
７

）
前

）
薬

歴
・

診
療

録
の

基
本

的
な

記
載

事
項

と
そ

の
意

義
・

重
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
つ

い
て

の
患

者
応

対
の

内
容

を
適

切
に

記
録

で
き

る
。

（
技

能
）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
患

者
・

来
局

者
に

合
わ

せ
て

適
切

な
応

対
が

で
き

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

患
者

・
来

局
者

か
ら

、
必

要
な

情
報

（
症

状
、

心
理

状
態

、
既

往
歴

、
生

活
習

慣
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
薬

歴
、

　
　

　
副

作
用

歴
等

）
を

適
切

な
手

順
で

聞
き

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
1
）

医
師

の
治

療
方

針
を

理
解

し
た

上
で

、
患

者
へ

の
適

切
な

服
薬

指
導

を
実

施
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
2
）

患
者

・
来

局
者

の
病

状
や

背
景

に
配

慮
し

、
医

薬
品

を
安

全
か

つ
有

効
に

使
用

す
る

た
め

の
服

薬
指

導
や

　
　

　
患

者
教

育
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

妊
婦

・
授

乳
婦

、
小

児
、

高
齢

者
等

特
別

な
配

慮
が

必
要

な
患

者
へ

の
服

薬
指

導
に

お
い

て
、

適
切

な
応

対
　

　
　

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
4
）

お
薬

手
帳

、
健

康
手

帳
、

患
者

向
け

説
明

書
等

を
使

用
し

た
服

薬
指

導
が

で
き

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
5
）

収
集

し
た

患
者

情
報

を
薬

歴
や

診
療

録
に

適
切

に
記

録
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑤

医
薬

品
の

供
給

と
管

理
】

　
１

）
前

）
医

薬
品

管
理

の
意

義
と

必
要

性
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
医

薬
品

管
理

の
流

れ
を

概
説

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
前

）
劇

薬
、

毒
薬

、
麻

薬
、

向
精

神
薬

お
よ

び
覚

醒
剤

原
料

等
の

管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
前

）
特

定
生

物
由

来
製

品
の

管
理

と
取

り
扱

い
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
放

射
性

医
薬

品
の

種
類

と
用

途
、

保
管

管
理

方
法

を
説

明
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
前

）
院

内
製

剤
の

意
義

、
調

製
上

の
手

続
き

、
品

質
管

理
な

ど
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
前

）
薬

局
製

剤
・

漢
方

製
剤

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
前

）
医

薬
品

の
品

質
に

影
響

を
与

え
る

因
子

と
保

存
条

件
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
医

薬
品

の
供

給
・

保
管

・
廃

棄
に

つ
い

て
適

切
に

実
施

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
0
）

医
薬

品
の

適
切

な
在

庫
管

理
を

実
施

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
1
）

医
薬

品
の

適
正

な
採

用
と

採
用

中
止

の
流

れ
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
2
）

劇
薬

・
毒

薬
・

麻
薬

・
向

精
神

薬
お

よ
び

覚
醒

剤
原

料
の

適
切

な
管

理
と

取
り

扱
い

が
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

特
定

生
物

由
来

製
品

の
適

切
な

管
理

と
取

り
扱

い
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
⑥

安
全

管
理

】

　
１

）
前

）
処

方
か

ら
服

薬
（

投
薬

）
ま

で
の

過
程

で
誤

り
を

生
じ

や
す

い
事

例
を

列
挙

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
　

　
　

の
特

徴
と

注
意

点
を

列
挙

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
代

表
的

な
イ

ン
シ

デ
ン

ト
（

ヒ
ヤ

リ
ハ

ッ
ト

）
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

事
例

を
解

析
し

、
そ

の
原

因
、

リ
ス

ク
　

　
　

を
回

避
す

る
た

め
の

具
体

策
と

発
生

後
の

適
切

な
対

処
法

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
前

）
感

染
予

防
の

基
本

的
考

え
方

と
そ

の
方

法
が

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
前

）
衛

生
的

な
手

洗
い

、
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
プ

リ
コ

ー
シ

ョ
ン

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
前

）
代

表
的

な
消

毒
薬

の
用

途
、

使
用

濃
度

お
よ

び
調

製
時

の
注

意
点

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
前

）
医

薬
品

の
リ

ス
ク

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

プ
ラ

ン
を

概
説

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
特

に
リ

ス
ク

の
高

い
代

表
的

な
医

薬
品

（
抗

悪
性

腫
瘍

薬
、

糖
尿

病
治

療
薬

、
使

用
制

限
の

あ
る

薬
等

）
の

　
　

　
安

全
管

理
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
調

剤
ミ

ス
を

防
止

す
る

た
め

に
工

夫
さ

れ
て

い
る

事
項

を
具

体
的

に
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
0
）

施
設

内
の

イ
ン

シ
デ

ン
ト

（
ヒ

ヤ
リ

ハ
ッ

ト
）

、
ア

ク
シ

デ
ン

ト
の

事
例

を
も

と
に

、
リ

ス
ク

を
回

避
す

る
　

　
　

た
め

の
具

体
策

と
発

生
後

の
適

切
な

対
処

法
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
1
）

施
設

内
の

安
全

管
理

指
針

を
遵

守
す

る
。

（
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

施
設

内
で

衛
生

的
な

手
洗

い
、

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

プ
リ

コ
ー

シ
ョ

ン
を

実
施

す
る

。
（

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

臨
床

検
体

・
感

染
性

廃
棄

物
を

適
切

に
取

り
扱

う
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
4
）

院
内

で
の

感
染

対
策

（
予

防
、

蔓
延

防
止

な
ど

）
に

つ
い

て
具

体
的

な
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

（
３

）
薬

物
療

法
の

実
践

【
①

患
者

情
報

の
把

握
】

　
１

）
前

）
基

本
的

な
医

療
用

語
、

略
語

の
意

味
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
患

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

等
）

　
　

　
か

ら
、

薬
物

療
法

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

　
　

　
〔

Ｅ
３

（
２

）
①

参
照

〕

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
３

）
前

）
身

体
所

見
の

観
察

・
測

定
（

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

の
目

的
と

得
ら

れ
た

所
見

の
薬

学
的

管
理

　
　

　
へ

の
活

用
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
前

）
基

本
的

な
身

体
所

見
を

観
察

・
測

定
し

、
評

価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
基

本
的

な
医

療
用

語
、

略
語

を
適

切
に

使
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
患

者
・

来
局

者
お

よ
び

種
々

の
情

報
源

（
診

療
録

、
薬

歴
・

指
導

記
録

、
看

護
記

録
、

お
薬

手
帳

、
持

参
薬

　
　

　
等

）
か

ら
、

薬
物

療
法

に
必

要
な

情
報

を
収

集
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
患

者
の

身
体

所
見

を
薬

学
的

管
理

に
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
②

医
薬

品
情

報
の

収
集

と
活

用
】

〔
Ｅ

３
（

１
）

参
照

〕

　
１

）
前

）
薬

物
療

法
に

必
要

な
医

薬
品

情
報

を
収

集
・

整
理

・
加

工
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
施

設
内

に
お

い
て

使
用

で
き

る
医

薬
品

の
情

報
源

を
把

握
し

、
利

用
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
薬

物
療

法
に

対
す

る
問

い
合

わ
せ

に
対

し
、

根
拠

に
基

づ
い

た
報

告
書

を
作

成
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
医

療
ス

タ
ッ

フ
お

よ
び

患
者

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

医
薬

品
情

報
提

供
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
安

全
で

有
効

な
薬

物
療

法
に

必
要

な
医

薬
品

情
報

の
評

価
、

加
工

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
緊

急
安

全
性

情
報

、
安

全
性

速
報

、
不

良
品

回
収

、
製

造
中

止
な

ど
の

緊
急

情
報

を
施

設
内

で
適

切
に

取
扱

う
　

　
　

こ
と

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
処

方
設

計
と

提
案

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

対
し

て
、

疾
患

の
重

症
度

等
に

応
じ

て
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
設

計
が

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
病

態
（

肝
・

腎
障

害
な

ど
）

や
生

理
的

特
性

（
妊

婦
・

授
乳

婦
、

小
児

、
高

齢
者

な
ど

）
等

を
考

慮
し

、
　

　
　

薬
剤

の
選

択
や

用
法

・
用

量
設

定
を

立
案

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
患

者
の

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
の

評
価

方
法

、
ア

ド
ヒ

ア
ラ

ン
ス

が
良

く
な

い
原

因
と

そ
の

対
処

法
を

説
明

　
　

　
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
前

）
皮

下
注

射
、

筋
肉

内
注

射
、

静
脈

内
注

射
・

点
滴

等
の

基
本

的
な

手
技

を
説

明
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
前

）
代

表
的

な
輸

液
の

種
類

と
適

応
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
前

）
患

者
の

栄
養

状
態

や
体

液
量

、
電

解
質

の
過

不
足

な
ど

が
評

価
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
代

表
的

な
疾

患
の

患
者

に
つ

い
て

、
診

断
名

、
病

態
、

科
学

的
根

拠
等

か
ら

薬
物

治
療

方
針

を
確

認
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
８

）
治

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
等

を
確

認
し

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
い

た
処

方
を

立
案

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
９

）
患

者
の

状
態

（
疾

患
、

重
症

度
、

合
併

症
、

肝
・

腎
機

能
や

全
身

状
態

、
遺

伝
子

の
特

性
、

心
理

・
希

望
等

）
　

　
　

や
薬

剤
の

特
徴

（
作

用
機

序
や

製
剤

的
性

質
等

）
に

基
づ

き
、

適
切

な
処

方
を

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
0
）

処
方

設
計

の
提

案
に

際
し

、
薬

物
投

与
プ

ロ
ト

コ
ー

ル
や

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
を

活
用

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
1
）

入
院

患
者

の
持

参
薬

に
つ

い
て

、
継

続
・

変
更

・
中

止
の

提
案

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス
向

上
の

た
め

に
、

処
方

変
更

、
調

剤
や

用
法

の
工

夫
が

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

処
方

提
案

に
際

し
て

、
医

薬
品

の
経

済
性

等
を

考
慮

し
て

、
適

切
な

後
発

医
薬

品
を

選
択

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
4
）

処
方

提
案

に
際

し
、

薬
剤

の
選

択
理

由
、

投
与

量
、

投
与

方
法

、
投

与
期

間
等

に
つ

い
て

、
医

師
や

看
護

師
　

　
　

等
に

判
り

や
す

く
説

明
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
④

処
方

設
計

と
薬

物
療

法
の

実
践

（
薬

物
療

法
に

お
け

る
効

果
と

副
作

用
の

評
価

）
】

　
１

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

用
い

ら
れ

る
医

薬
品

の
効

果
、

副
作

用
に

関
し

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

べ
き

症
状

と
検

査
　

　
　

所
見

等
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
に

お
け

る
薬

物
療

法
の

評
価

に
必

要
な

患
者

情
報

収
集

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
代

表
的

な
疾

患
の

症
例

に
お

け
る

薬
物

治
療

上
の

問
題

点
を

列
挙

し
、

適
切

な
評

価
と

薬
学

的
管

理
の

　
　

　
立

案
を

行
い

、
S
O
A
P
形

式
等

で
記

録
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
医

薬
品

の
効

果
と

副
作

用
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

た
め

の
検

査
項

目
と

そ
の

実
施

を
提

案
で

き
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
５

）
薬

物
血

中
濃

度
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

必
要

な
医

薬
品

が
処

方
さ

れ
て

い
る

患
者

に
つ

い
て

、
血

中
濃

度
測

定
の

　
　

　
提

案
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
６

）
薬

物
血

中
濃

度
の

推
移

か
ら

薬
物

療
法

の
効

果
お

よ
び

副
作

用
に

つ
い

て
予

測
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
臨

床
検

査
値

の
変

化
と

使
用

医
薬

品
の

関
連

性
を

説
明

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
薬

物
治

療
の

効
果

に
つ

い
て

、
患

者
の

症
状

や
検

査
所

見
な

ど
か

ら
評

価
で

き
る

。
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
副

作
用

の
発

現
に

つ
い

て
、

患
者

の
症

状
や

検
査

所
見

な
ど

か
ら

評
価

で
き

る
。

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
0
）

薬
物

治
療

の
効

果
、

副
作

用
の

発
現

、
薬

物
血

中
濃

度
等

に
基

づ
き

、
医

師
に

対
し

、
薬

剤
の

種
類

、
投

与
量

、
　

　
　

投
与

方
法

、
投

与
期

間
等

の
変

更
を

提
案

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
1
）

報
告

に
必

要
な

要
素

（
5
W
1
H
）

に
留

意
し

て
、

収
集

し
た

患
者

情
報

を
正

確
に

記
載

で
き

る
。

（
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
1
2
）

患
者

の
薬

物
治

療
上

の
問

題
点

を
列

挙
し

、
適

切
な

評
価

と
薬

学
的

管
理

の
立

案
を

行
い

、
S
O
A
P
形

式
等

で
　

　
　

適
切

に
記

録
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅰ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
1
3
）

医
薬

品
・

医
療

機
器

等
安

全
性

情
報

報
告

用
紙

に
、

必
要

事
項

を
記

載
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
４

）
チ

ー
ム

医
療

へ
の

参
画

 
〔

Ａ
（

４
）

参
照

〕

【
①

医
療

機
関

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
チ

ー
ム

医
療

に
お

け
る

薬
剤

師
の

役
割

と
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
前

学
習

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
／

Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
多

様
な

医
療

チ
ー

ム
の

目
的

と
構

成
、

構
成

員
の

役
割

を
説

明
で

き
る

。
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

事
前

学
習

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
／

Ⅲ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
３

）
前

）
病

院
と

地
域

の
医

療
連

携
の

意
義

と
具

体
的

な
方

法
（

連
携

ク
リ

ニ
カ

ル
パ

ス
、

退
院

時
共

同
指

導
、

病
院

・
　

　
　

薬
局

連
携

、
関

連
施

設
と

の
連

携
等

）
を

説
明

で
き

る
。

事
前

学
習

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
薬

物
療

法
上

の
問

題
点

を
解

決
す

る
た

め
に

、
他

の
薬

剤
師

お
よ

び
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
　

　
　

と
連

携
で

き
る

。
（

態
度

）
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
５

）
医

師
・

看
護

師
等

の
他

職
種

と
患

者
の

状
態

（
病

状
、

検
査

値
、

ア
レ

ル
ギ

ー
歴

、
心

理
、

生
活

環
境

等
）

、
　

　
　

治
療

 
開

始
後

の
変

化
（

治
療

効
果

、
副

作
用

、
心

理
状

態
、

Q
O
L
等

）
の

情
報

を
共

有
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
６

）
医

療
チ

ー
ム

の
一

員
と

し
て

、
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

患
者

の
治

療
目

標
と

治
療

方
針

に
　

　
　

つ
い

て
討

議
（

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
や

患
者

回
診

へ
の

参
加

等
）

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
７

）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

・
協

力
し

て
、

患
者

の
最

善
の

治
療

・
ケ

ア
提

案
を

体
験

す
る

。
　

　
　

（
知

識
・

態
度

）
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅲ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
８

）
医

師
・

看
護

師
等

の
医

療
ス

タ
ッ

フ
と

連
携

し
て

退
院

後
の

治
療

・
ケ

ア
の

計
画

を
検

討
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
９

）
病

院
内

の
多

様
な

医
療

チ
ー

ム
（

I
C
T
、

N
S
T
、

緩
和

ケ
ア

チ
ー

ム
、

褥
瘡

チ
ー

ム
等

）
の

活
動

に
薬

剤
師

の
立

場
　

　
　

で
参

加
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
】

　
１

）
前

）
地

域
の

保
健

、
医

療
、

福
祉

に
関

わ
る

職
種

と
そ

の
連

携
体

制
（

地
域

包
括

ケ
ア

）
お

よ
び

そ
の

意
義

に
　

　
　

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
事

前
学

習
Ⅱ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
前

）
地

域
に

お
け

る
医

療
機

関
と

薬
局

薬
剤

師
の

連
携

の
重

要
性

を
討

議
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
薬

学
と

社
会

Ⅱ
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
３

）
地

域
に

お
け

る
医

療
機

関
と

薬
局

薬
剤

師
の

連
携

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
４

）
地

域
医

療
を

担
う

職
種

間
で

地
域

住
民

に
関

す
る

情
報

共
有

を
体

験
す

る
。

（
技

能
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
５

）
地

域
の

保
健

・
医

療
・

福
祉

へ
の

参
画

 
〔

Ｂ
（

４
）

参
照

〕

【
①

在
宅

（
訪

問
）

医
療

・
介

護
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

の
目

的
、

仕
組

み
、

支
援

の
内

容
を

具
体

的
に

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

事
前

学
習

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

を
受

け
る

患
者

の
特

色
と

背
景

を
説

明
で

き
る

。
薬

学
と

社
会

Ⅱ
事

前
学

習
Ⅱ

(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
前

）
在

宅
医

療
・

介
護

に
関

わ
る

薬
剤

師
の

役
割

と
そ

の
重

要
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

薬
学

と
社

会
Ⅱ

事
前

学
習

Ⅱ
(
選

)
専

門
薬

剤
師

特
論

Ⅰ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
４

）
在

宅
医

療
・

介
護

に
関

す
る

薬
剤

師
の

管
理

業
務

（
訪

問
薬

剤
管

理
指

導
業

務
、

居
宅

療
養

管
理

指
導

業
務

）
　

　
　

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

５
）

地
域

に
お

け
る

介
護

サ
ー

ビ
ス

や
介

護
支

援
専

門
員

等
の

活
動

と
薬

剤
師

と
の

関
わ

り
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
６

）
在

宅
患

者
の

病
状

（
症

状
、

疾
患

と
重

症
度

、
栄

養
状

態
等

）
と

そ
の

変
化

、
生

活
環

境
等

の
情

報
収

集
と

　
　

　
報

告
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
②

地
域

保
健

（
公

衆
衛

生
、

学
校

薬
剤

師
、

啓
発

活
動

）
へ

の
参

画
】

　
１

）
前

）
地

域
保

健
に

お
け

る
薬

剤
師

の
役

割
と

代
表

的
な

活
動

（
薬

物
乱

用
防

止
、

自
殺

防
止

、
感

染
予

防
、

　
　

　
ア

ン
チ

ド
ー

ピ
ン

グ
活

動
等

）
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
２

）
前

）
公

衆
衛

生
に

求
め

ら
れ

る
具

体
的

な
感

染
防

止
対

策
を

説
明

で
き

る
。

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
学

校
薬

剤
師

の
業

務
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
技

能
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

　
４

）
地

域
住

民
の

衛
生

管
理

（
消

毒
、

食
中

毒
の

予
防

、
日

用
品

に
含

ま
れ

る
化

学
物

質
の

誤
嚥

誤
飲

の
予

防
　

　
　

等
）

に
お

 
け

る
薬

剤
師

活
動

を
体

験
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

【
③

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
践

】
〔

Ｅ
２

（
９

）
参

照
〕

 
 
１

）
前

）
現

在
の

医
療

シ
ス

テ
ム

の
中

で
の

プ
ラ

イ
マ

リ
ケ

ア
、

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
を

討
議

　
　

　
す

る
。

（
態

度
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
２

）
前

）
代

表
的

な
症

候
（

頭
痛

・
腹

痛
・

発
熱

等
）

を
示

す
来

局
者

に
つ

い
て

、
適

切
な

情
報

収
集

と
疾

患
　

　
　

の
推

測
、

適
切

な
対

応
の

選
択

が
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
３

）
前

）
代

表
的

な
症

候
に

対
す

る
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
の

適
切

　
　

　
な

取
り

扱
い

と
説

明
が

で
き

る
。

（
技

能
・

態
度

）
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
４

）
前

）
代

表
的

な
生

活
習

慣
の

改
善

に
対

す
る

ア
ド

バ
イ

ス
が

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
事

前
学

習
Ⅱ

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
５

）
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

医
療

　
　

　
機

器
等

を
リ

ス
ク

に
応

じ
適

切
に

取
り

扱
い

、
管

理
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
６

）
来

局
者

か
ら

収
集

し
た

情
報

や
身

体
所

見
な

ど
に

基
づ

き
、

来
局

者
の

病
状

（
疾

患
、

重
症

度
等

）
や

体
調

　
　

　
を

推
測

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
７

）
来

局
者

に
対

し
て

、
病

状
に

合
わ

せ
た

適
切

な
対

応
（

医
師

へ
の

受
診

勧
奨

、
救

急
対

応
、

要
指

導
医

薬
品

・
　

　
　

一
般

用
医

薬
品

お
よ

び
検

査
薬

な
ど

の
推

奨
、

生
活

指
導

等
）

を
選

択
で

き
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

 
 
８

）
選

択
し

た
薬

局
製

剤
（

漢
方

製
剤

含
む

）
、

要
指

導
医

薬
品

・
一

般
用

医
薬

品
、

健
康

食
品

、
サ

プ
リ

メ
ン

ト
、

　
　

　
医

療
機

器
等

の
使

用
方

法
や

注
意

点
な

ど
を

来
局

者
に

適
切

に
判

り
や

す
く

説
明

で
き

る
。

（
知

識
・

態
度

）
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

 
 
９

）
疾

病
の

予
防

お
よ

び
健

康
管

理
に

つ
い

て
の

ア
ド

バ
イ

ス
を

体
験

す
る

。
（

知
識

・
態

度
）

総
合

薬
学

演
習

Ⅱ

【
④

災
害

時
医

療
と

薬
剤

師
】

　
１

）
前

）
災

害
時

医
療

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

医
療

人
と

し
て

の
薬

剤
師

事
前

学
習

Ⅱ
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
２

）
災

害
時

に
お

け
る

地
域

の
医

薬
品

供
給

体
制

・
医

療
救

護
体

制
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

　
３

）
災

害
時

に
お

け
る

病
院

・
薬

局
と

薬
剤

師
の

役
割

に
つ

い
て

討
議

す
る

。
（

態
度

）
医

療
人

と
し

て
の

薬
剤

師
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

G
　

薬
学

研
究

（
１

）
薬

学
に

お
け

る
研

究
の

位
置

づ
け

　
１

）
基

礎
か

ら
臨

床
に

至
る

研
究

の
目

的
と

役
割

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

 
 
２

）
研

究
に

は
自

立
性

と
独

創
性

が
求

め
ら

れ
て

い
る

こ
と

を
知

る
。

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

　
３

）
現

象
を

客
観

的
に

捉
え

る
観

察
眼

を
も

ち
、

論
理

的
に

思
考

で
き

る
。

（
知

識
・

技
能

・
態

度
）

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

　
４

）
新

た
な

課
題

に
チ

ャ
レ

ン
ジ

す
る

創
造

的
精

神
を

養
う

。
（

態
度

）
医

療
薬

学
特

別
実

習
医

療
薬

学
特

別
実

習

（
２

）
研

究
に

必
要

な
法

規
範

と
倫

理

 
 
１

）
自

ら
が

実
施

す
る

研
究

に
係

る
法

令
、

指
針

に
つ

い
て

概
説

で
き

る
。

研
究

入
門

研
究

倫
理

　
２

）
研

究
の

実
施

、
患

者
情

報
の

取
扱

い
等

に
お

い
て

配
慮

す
べ

き
事

項
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
研

究
入

門
研

究
倫

理

 
 
３

）
正

義
性

、
社

会
性

、
誠

実
性

に
配

慮
し

、
法

規
範

を
遵

守
し

て
研

究
に

取
り

組
む

。
（

態
度

）
A
-
(
2
)
-
④

-
3
再

掲
総

合
薬

学
演

習
Ⅱ

（
３

）
研

究
の

実
践



１
年

２
年

３
年

４
年

５
年

６
年

平
成

2
5
年

度
改

訂
版

・
薬

学
教

育
モ

デ
ル

・
コ

ア
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
（

Ｓ
Ｂ

Ｏ
s
）

該
　

当
　

科
　

目

　
１

）
研

究
課

題
に

関
す

る
国

内
外

の
研

究
成

果
を

調
査

し
、

読
解

、
評

価
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
）

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

 
 
２

）
課

題
達

成
の

た
め

に
解

決
す

べ
き

問
題

点
を

抽
出

し
、

研
究

計
画

を
立

案
す

る
。

（
知

識
・

技
能

）
研

究
入

門
物

理
系

実
習

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

 
 
３

）
研

究
計

画
に

沿
っ

て
、

意
欲

的
に

研
究

を
実

施
で

き
る

。
（

技
能

・
態

度
）

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

　
４

）
研

究
の

各
プ

ロ
セ

ス
を

適
切

に
記

録
し

、
結

果
を

考
察

す
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
研

究
入

門
物

理
系

実
習

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習

　
５

）
研

究
成

果
の

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
い

、
適

切
な

質
疑

応
答

が
で

き
る

。
（

知
識

・
技

能
・

態
度

）
物

理
系

実
習

Ⅰ
生

物
系

実
習

Ⅰ
医

療
薬

学
特

別
実

習
医

療
薬

学
特

別
実

習

　
６

）
研

究
成

果
を

報
告

書
や

論
文

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

（
技

能
）

研
究

入
門

物
理

系
実

習
Ⅰ

生
物

系
実

習
Ⅰ

物
理

系
実

習
Ⅱ

生
物

系
実

習
Ⅱ

医
療

薬
学

特
別

実
習

医
療

薬
学

特
別

実
習



1
年

2
年

3
年

4
年

5
年

6
年

2
6
0

2
6
0

2
6
0

2
6
0

2
6
0

2
6
0

A
2
7
0

2
9
0

2
7
4

2
7
0

3
0
1

2
6
3

B
2
8
1

2
9
6

2
6
0

2
6
4

2
8
7

2
9
7

留
年
に
よ
る
者

C
9

1
8

9
1
4

4
3
7

休
学
に
よ
る
者

D
2

0
2

0
0

0

E
0

0
0

1
1

4

F
2
7
0

2
7
8

2
4
9

2
4
9

2
8
2

2
5
6

F
/
A

1
0
0
.
0

9
5
.
9

9
0
.
9

9
2
.
2

9
3
.
7

9
7
.
3

3
.
9

6
.
1

4
.
2

5
.
3

1
.
4

1
2
.
5

[
注
]
　

6
）
F
/
A
 
の
値
を
％
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
小
数
点
以
下
第
１
位
ま
で
表
示
）
。

3
）
評
価
実
施
年
度
の
５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
各
学
年
の
在
籍
学
生
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

4
）
過
年
度
在
籍
者
数
を
「
留
年
に
よ
る
者
」
と
「
休
学
に
よ
る
者
」
に
分
け
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
休
学
と
留
年
が
重
複
す
る
学
生
は
留
年
者
に
算
入
し
て
く
だ
さ
い
。

5
）
（
在
籍
学
生
数
）
－
｛
（
過
年
度
在
籍
者
数
）
＋
（
編
入
学
な
ど
に
よ
る
在
籍
者
数
）
｝
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
　
F
＝
 
B
 
−
（
C
＋
D
＋
E
）
 
と
な
り
ま
す
。

7
）
（
C
+
D
）
/
B
 
の
値
を
％
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
（
小
数
点
以
下
第
１
位
ま
で
表
示
）
。

ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
率
（
％
）

6
）

過
年
度
在
籍
率
（
％
）
 
7
）
　
　
 
 
　
 
（
C
+
D
）
/
B

1
）
各
学
年
が
入
学
し
た
年
度
の
入
学
者
選
抜
で
設
定
さ
れ
て
い
た
入
学
定
員
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
当
該
学
年
が
入
学
し
た
時
点
で
の
実
入
学
者
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

過
年
度
在
籍
者
数
 
4
）

編
入
学
な
ど
に
よ
る
在
籍
者
数

ス
ト
レ
ー
ト
在
籍
者
数
 
5
）

在
籍
学
生
数
 
3
）

（
基
礎
資
料
３
－
１
）
　
評
価
実
施
年
度
に
お
け
る
学
年
別
在
籍
状
況

学
年

入
学
年
度
の
入
学
定
員
 
1
)

入
学
時
の
学
生
数
 
2
）



（基礎資料３－２） 　評価実施年度の直近５年間における６年制学科の学年別進級状況

 

2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

在籍者数 1) 304 272 280 299 281

休学者数 2) 2 0 1 2 3

退学者数 2) 5 4 5 4 7

留年者数 2) 0 6 8 9 3

進級率（％）3) 97.7% 96.3% 95.0% 95.0% 95.4%

在籍者数 1) 262 298 263 272 296

休学者数 2) 0 0 0 0 0

退学者数 2) 0 2 0 6 2

留年者数 2) 0 0 6 12 6

進級率（％）3) 100.0% 99.3% 97.7% 93.4% 97.3%

在籍者数 1) 275 264 296 262 260

休学者数 2) 0 0 1 2 1

退学者数 2) 3 2 0 0 2

留年者数 2) 1 0 5 4 7

進級率（％）3) 98.5% 99.2% 98.0% 97.7% 96.2%

在籍者数 1) 289 275 266 294 264

休学者数 2) 0 0 0 0 4

退学者数 2) 1 0 1 0 0

留年者数 2) 4 4 3 8 4

進級率（％）3) 98.3% 98.5% 98.5% 97.3% 97.0%

在籍者数 1) 283 287 272 271 287

休学者数 2) 1 0 1 0 1

退学者数 2) 0 0 0 0 1

留年者数 2) 2 1 8 1 6

進級率（％）3) 98.9% 99.7% 96.7% 99.6% 97.2%

１）各年度の５月１日における各学年の在籍者数を記入してください。ただし、2023年度のデータは、
草案提出時には空欄でかまいません。調書提出時に、その時点でのデータを記入して提出してくださ
い。

２）各年度末に在学年から上級学年に進級出来なかった学生数を、休学、退学、留年に分けて記入して
ください。

３）各年度の各学年について、｛（在籍者数）－（休学者数＋退学者数＋留年者数）｝/在籍者数の値
を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。

1年次

2年次

3年次

4年次

5年次
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（基礎資料４）学生受入れ状況 (入学試験種類別)

学科名 入試の種類
2019年度入試

（2018年度実施）
2020年度入試

（2019年度実施）
2021年度入試

（2020年度実施）
2022年度入試

（2021年度実施）
2023年度入試

（2022年度実施）
2024年度入試

（2023年度実施）

募集定員数に対する
入学者数の比率

（６年間の平均）

受験者数 842 767 728 752 890 667

合格者数 140 173 173 178 179 171

入学者数(A) 5 11 11 11 7 10

募集定員数(B) 10 10 10 10 10 10

充足率(A/B)(%) 50.0% 110.0% 110.0% 110.0% 70.0% 100.0%

受験者数 1,411 1,272 1,128 1,314 1,446 1,246

合格者数 345 328 405 366 434 413

入学者数(A) 171 123 134 144 137 151

募集定員数(B) 120 120 120 120 120 120

充足率(A/B)(%) 142.5% 102.5% 111.7% 120.0% 114.2% 125.8%

受験者数 415 337 330 326 405 367

合格者数 95 107 105 107 105 98

入学者数(A) 16 26 20 20 29 15

募集定員数(B) 30 30 30 30 30 30

充足率(A/B)(%) 53.3% 86.7% 66.7% 66.7% 96.7% 50.0%

受験者数 277 251 291 252 315 287

合格者数 83 81 82 81 80 81

入学者数(A) 83 81 82 81 80 81

募集定員数(B) 80 80 80 80 80 80

充足率(A/B)(%) 103.8% 101.3% 102.5% 101.3% 100.0% 101.3%

受験者数 295 233 273 320 311 304

合格者数 81 72 89 88 71 73

入学者数(A) 26 29 27 34 17 19

募集定員数(B) 20 20 20 20 20 20

充足率(A/B)(%) 130.0% 145.0% 135.0% 170.0% 85.0% 95.0%

受験者数 3,240 2,860 2,750 2,964 3,367 2,871

合格者数 744 761 854 820 869 836

入学者数(A) 301 270 274 290 270 276

募集定員数(B) 260 260 260 260 260 260

充足率(A/B)(%) 115.8% 103.8% 105.4% 111.5% 103.8% 106.2%

受験者数

合格者数

入学者数(A)

募集定員数(B)

充足率(A/B)(%)

[注]

　

７　「募集定員数（B）」には、各年度の募集要項に記載した人数を記入してください。

薬学部 薬学科

一般選抜A方式
（大学入学共通テ

スト利用）
91.7%

一般選抜B方式
（個別試験）

119.4%

一般選抜S方式
（共通テスト・個

別試験併用）
70.0%

学校推薦型選抜A
（専願）

101.7%

学校推薦型選抜B
（併願可）

126.7%

学　科　計 107.8%

５　「入試の種類」が対象年度の間に変更されている場合は、すべての種類を記入した上で、対応のない年度の欄に斜線を入れてください。

６　「入学者数（A)」には、各年度の５月１日に在籍した新入学者を構成する入試の種類ごとの入学者数を記入してください。

８　充足率は募集定員に対する入学者の割合（A/B）を％で記入してください（小数点以下第１位まで表示）。ただし、募集定員が「若干名」の場合は「―」とします。

編（転）入試験

１　入試の種類は例示です。受審大学の実態に即した名称を記入してください。

２　６年制課程が複数学科あるが入試は学部一括で行っている場合は、「学科名」欄に連記して「学科計」欄を「学部計」としてください。

３　６年制課程が複数学科あり入試を学科別に行っている場合は、学科毎に欄を設けた上で、末尾に「学部合計」欄も設けてください。

４　４年制学科を併設するが入試は学部一括で行っている場合は、「学科名」欄に４年制学科名も記入し、「学科計」欄を「学部計」とした上で、欄外に
　　『（備考）○年次進級時に６年制学科と４年制学科に分割する。なお、薬学科（6年制）の定員は△△△名である。』という「注」を記載してください。



教授 准教授 専任講師 助教 合計 基準数 1）

21名 12名 13名 12名 58名 34名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 必要数 2）

2名 0名 5名 0名 7名 6名

助手 1） 兼担教員 2）

1名 26名

TA SA その他 1） 合計

25名 84名 13名 122名

事務職員 技能職員 2） その他 3） 合計

38名 4名 1名 43名

表２．薬学科（６年制）の教育研究に携わっている表１．以外の薬学部教員

（基礎資料５）教員・職員の数

表１．大学設置基準（別表第１）の対象となる薬学科（６年制）の専任教員

　上記における臨床実務経験を有する者の内数

  1）大学設置基準第13条別表第１のイ（表１）及び備考４に基づく数で、別表２の数は含めない。

2）上記基準数の６分の１（大学設置基準第13条別表第１のイ備考10）に相当する数

1） 薬学部の業務を専門に行う職員（非常勤を含む。ただし非常勤数は（　）に内数で
　　記入。複数学部の兼任は含まないこと。）

2） 薬用植物園や実験動物の管理、電気施設など保守管理に携わる職員

3） 司書、保健・看護職員など

1）学校教育法第92条⑨による教員として大学設置基準第10条２の教育業務及び研究に携わる常勤者

2）４年制学科を併設する薬学部で、薬学科の専門教育を担当する４年制学科の専任教員

表３．演習、実習、実験などの補助に当たる教員以外の者

  自己点検・評価を実施した年度の実績を延べ人数ではなく正味の人数で記入

1）実習などの補助を担当する臨時、契約職員など（無給は除く）

表４．薬学部専任の職員1)



教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

７０代 1名 0名 0名 0名 1名 1.7%

６０代 6名 2名 1名 0名 9名 15.5%

５０代 11名 5名 1名 3名 20名 34.5%

４０代 3名 5名 10名 2名 20名 34.5%

３０代 0名 0名 1名 7名 8名 13.8%

２０代 0名 0名 0名 0名 0名 0.0%

合計 21名 12名 13名 12名 58名

教授 准教授 専任講師 助教 合計 比率（％）

男性 18名 9名 11名 7名 45名 77.6%

女性 3名 3名 2名 5名 13名 22.4%

（基礎資料６）　専任教員（基礎資料５の表１）の年齢構成

専任教員の定年年齢：（65歳）

（参考資料）　専任教員（基礎資料５の表１）の男女構成











































































































































































































表１． 評価対象年度の定期健康診断受診率（2023年6月20日現在）
学年 在学者数 受診者数
１年 302 298
２年 327 325
３年 288 282
４年 284 280
５年 287 285
６年 297 295

98.6%

（基礎資料10）  学生の健康管理

受診率（％）
98.7%
99.4%
97.9%

99.3%
99.3%

表２． 評価対象年度の５年生の実務実習前の抗体検査の実施状況

検査対象抗体
抗体価が十分高かった学生数

(2023年12月現在5年生）

抗体価が不十分なためワクチン

接種をした学生数１)

 風疹 197
 麻疹 74

 B型肝炎 108

[注]　1)　４年次12月末までに、ワクチン接種した学生数（確認できた人数）を記入してください。
          確認できない場合は、左欄のみ記入してください。
　

 水痘 269
 ムンプス 163
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.
6
0
m
2

1
人

2

教
員
個
室
（
准
教
授
室
小
）

～
1
1
.
2
5
m
2

1
人

1
3

実
験
室
・
研
究
室
（
大
）

1
0
1
～
m
2

人
6

4研
究

室
共

用

実
験
室
・
研
究
室
（
中
）

5
1
～
1
0
0
m
2

人
1
9

実
験
室
・
研
究
室
（
小
）

～
5
0
m
2

人
1
0
0

4研
究

室
共

用

セ
ミ
ナ
ー
室

4
4
.
6
4
m
2

3
0
人

1
8

共
用
機
器
室
（
大
）

9
6
.
0
0
m
2

人
1

共
用

機
器

室
（

中
）

3
7
.
0
5
m
2

人
1

共
用
機
器
室
（
小
）

2
4
.
0
0
m
2
～

人
5

施
設
の
区
分

 
1
)
,
2
)

室
数

（
基
礎
資
料
1
1
-
2
）
卒
業
研
究
な
ど
に
使
用
す
る
施
設

表
１

．
講

座
・

研
究

室
の

施
設

個
室
は
原
則
教
授
・
准
教
授
の
み
、
講
師
以
下
は
原
則
研
究
室
・
ス
タ
ッ
フ
室
に
デ
ス
ク
が
あ
る
。

教
員
個
室
（
教
授
室
中
）

2
1
.
6
0
～

2
6
.
8
3
m
2

1
人

1
8

　
1
）
単
独
の
講
座
・
研
究
室
な
ど
が
占
有
す
る
卒
業
研
究
で
使
用
す
る
学
生
用
研
究
室
は
、
（
基
礎
資
料
1
1
-
1
）
と
重
複
し
て
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
2
）
複
数
の
講
座
・
研
究
室
が
（
隣
接
す
る
２
～
３
講
座
で
共
用
で
）
占
有
す
る
施
設
が
あ
れ
ば
、
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 
 
　
実
験
室
・
研
究
室
に
広
さ
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
場
合
は
、
「
大
・
小
」
、
「
大
・
中
・
小
」
の
よ
う
に
大
ま
か
に
区
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
3
）
同
じ
区
分
の
部
屋
で
面
積
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
場
合
、
面
積
に
は
平
均
値
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
4
）
１
室
当
た
り
の
収
容
人
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
同
じ
区
分
の
部
屋
で
若
干
の
違
い
が
あ
る
場
合
は
平
均
値
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
5
）
薬
学
科
の
卒
業
研
究
を
担
当
す
る
講
座
・
研
究
室
が
占
有
す
る
部
屋
の
合
計
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
（
ひ
と
つ
の
講
座
・
研
究
室
当
た
り
の
数
で
は
あ
り
ま

　
 
　
せ
ん
。
）

表
２
．
学
部
で
共
用
す
る
実
験
施
設

施
設
の
内
容

　
共
同
利
用
施
設

1
2

生
体
分
子
解
析
室
、
液
体
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
質
量
分
析
室
、
粉
末
Ｘ
線
回
折
室
、
核
磁
気
共
鳴
室
、
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、
質
量

分
析
室
、
X
線
構
造
解
析
装
置
室
、
実
験
室
（
熱
分
析
装
置
、
共
焦
点
レ
ー
ザ
ー
走
査
型
顕
微
鏡
）

実
験
動
物
施
設

1
7

マ
ウ
ス
飼
育
室
（
9
室
）
、
ラ
ッ
ト
飼
育
室
（
3
室
）
、
小
型
サ
ル
飼
育
室
（
1
室
）
、
フ
ェ
レ
ッ
ト
飼
育
室
（
1
室
）
、
モ
ル
モ
ッ
ト
飼

育
室
（
1
室
）
、
ウ
サ
ギ
飼
育
室
（
1
室
）
、
P
2
室
（
1
室
）

1）
 例

示
の

よ
う

に
、

大
ま

か
な

用
途

に
よ

る
区

分
を

設
け

、
各

区
分

に
含

ま
れ

る
室

数
と

施
設

の
内

容
を

例
示

の
よ

う
に

列
記

し
て

く
だ

さ
い

。
（

面
積

な
ど

は
不

要
で

す
。

）

2）
 例

示
以

外
の

実
験

施
設

（
例

え
ば

、
培

養
室

な
ど

）
が

あ
れ

ば
追

加
し

て
く

だ
さ

い
。



図
書
館

2
1
4

1
,
7
0
7

1
2
.
5
%

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ

1
3
0

情
報
端
末
：
1
6

学
部
：
1
,
6
4
0

大
学
院
：
6
7

計

（
基

礎
資

料
1
2
）

学
生

閲
覧

室
等

の
規

模

図
書
室
（
館
）
の
名
称

　
学
生
閲
覧
室

　
座
席
数
（
Ａ
）

　
学
生
収
容

　
定
員
数
（
Ｂ
）

1
）

収
容
定
員
に
対
す
る

座
席
数
の
割
合
(
％
)

Ａ
／
Ｂ
＊
1
0
0

4
）
 
例
示
の
中
央
図
書
館
は
、
薬
学
部
の
利
用
が
な
け
れ
ば
（
キ
ャ
ン
パ
ス
が
異
な
る
な
ど
）
、
右
の
欄
を
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の

自
習
室
の
座
席
数

そ
の
他
の

自
習
室
の
整
備
状
況
 
2
）

備
 
　
考
 
3
）

1
）
「
学
生
収
容
定
員
数
（
Ｂ
）
」
欄
に
は
、
当
該
施
設
を
利
用
し
て
い
る
全
て
の
学
部
・
大
学
院
学
生
等
を
合
計
し
た
学
生
収
容
定
員
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
「
そ
の
他
の
自
習
室
の
整
備
状
況
」
欄
に
は
、
情
報
処
理
端
末
を
い
く
つ
設
置
し
て
い
る
か
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

3
）
「
備
考
」
欄
に
は
、
「
学
生
収
容
定
員
（
Ｂ
）
」
の
内
訳
を
、
学
部
・
大
学
院
等
ご
と
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
の

自
習
室
の
名
称



図
書
の
全
冊
数

開
架
図
書
の

冊
数
(
内
)
 
1
)

内
国
書

外
国
書

2
0
2
0
年
度

2
0
2
1
年
度

2
0
2
2
年
度

図
書
館

1
3
1
,
5
2
8

7
2
,
4
6
3

7
1
2

6
3
2

3
0
7

3
,
2
6
5

1
,
1
0
8

1
,
0
3
0

1
,
3
0
2

計
1
3
1
,
5
2
8

7
2
,
4
6
3

7
1
2

6
3
2

3
0
7

3
,
2
6
5

1
,
1
0
8

1
,
0
3
0

1
,
3
0
2

3
）
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
が
中
央
図
書
館
で
集
中
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
中
央
図
書
館
に
の
み
数
値
を
記
入
し
、
備
考
欄
に
そ
の
旨
を
注
記
し
て
く
だ
さ
い
。

（
基

礎
資

料
1
3
）

図
書

、
資

料
の

所
蔵

数
お

よ
び

受
け

入
れ

状
況

図
書
館
の
名
称

図
書
の
冊
数

定
期
刊
行
物
の
種
類

視
聴
覚
資
料
の

所
蔵
数

（
点
数
）

 
2
)

電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
の
タ
イ

ト
ル
数

3
)

過
去
３
年
間
の
図
書
受
け
入
れ
状
況

備
 
 
 
 
 
 
 
考

[
注
]
　
雑
誌
等
で
す
で
に
製
本
済
み
の
も
の
は
図
書
の
冊
数
に
加
え
て
も
結
構
で
す
。

1
）
開
架
図
書
の
冊
数
（
内
）
は
、
図
書
の
全
冊
数
の
う
ち
何
冊
か
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

2
）
視
聴
覚
資
料
に
は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ス
ラ
イ
ド
、
映
画
フ
ィ
ル
ム
、

　
 
Ｃ
Ｄ
－
Ｒ
Ｏ
Ｍ
等
を
含
め
、
所
蔵
数
に
つ
い
て
は
、
タ
イ
ト
ル
数
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。




